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家具 の 任期 は 2 年 と し , MAES ACERT. 再選 を さま た け げ な い 
委員 長 は 本 会 を 代表 し , 委員 は 会 の 運営 に 当る . 幹事 は 会 の 事務 を 分 担 す る . 


総会 は 委員 長 が 召集 し , 少な く と る 年 1 回 開催 する . 総会 の 成立 は 普通 会 員 1/8 以上 の 出席 を 要 
ee 


会 員 は 名 准 会 員 , MHASABLORMAALL, 会 費 は 普通 会 員 は 年 500 円 , RHSARE1 A 


5000 円 以上 と する . 


JA 

本 会 の 事務 所 は 東京 大 学 地震 研究 所 内 に お く . 

委員 の 選挙 は 普通 会 員 に よる 30 名 較 記 の 通信 選挙 と より , 地球 物理 関係 , 地質 関係 , 地球 化学 
関係 の 各部 門間 に 適正 た 配分 され る よう に 考慮 し て 行なわ れる . 

会 計 年 度 は 4 月 1 日 に 始 つ て 3 月 末日 に 終る . 

会 則 の 変更 は 総会 の 議決 に ょ る . 


お 願 
昭和 33 年 5 ROBACKBSNE し た 会 員 再 登録 を 実施 し て お り ま す が , 本 会 に 関心 を 持た れ 
る 会 員 で まだ 再 登録 カー ド 未 提出 の 方 は 事務 所 先送り 下さ い . 
再 登録 され な い 方 は 会 員 の 事務 的 取扱 い を 停止 され ます か ら 和 至急 手続 を 取り 下さ い . 
Fmt COMMARELOHMSVOCTA, その まま 印刷 で きる よう に し て お 出し 下さ い . 
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The Flow and Upwelling of Lava (Parts I and II). 


Izumi YOKOYAMA 
(Geophysical Institute, Hokkaido University) 


In Part I, an attempt is made to determine the coefficient of viscosity of flowing lava. 
H. JEFFREYS already studied the flow of viscous liquid in an inclined channel of infinite 
breadth. Hitherto the formula deduced by him has been applied to the approximate 
determination of the coefficients of viscosity of flowing lava extruded in volcanic eruptions. 
Here, to make a more precise discussion, the flow of viscous liquid in an inclined channel 
of triangular section is studied: a formula to determine the coefficient of viscosity of the 
above flow is obtained by the method of dimensional analysis and the experimental coeffici- 
ents contained in the formula are determined for various apex-angles of sections by the 
experiments with the flow of glycerine. As an example, the formula is applied to the lava 
flow extruded in the 1951 eruption of Mihara. 

In Part II, upwelling of lave from a central crater vent or a linear fissure is discussed 
as a Hagen-Poiseuille’s flow. If the rate of lava flow, the height of lava accumulation 
corresponding to the residual pressure head at magma reservoir, the coefficient of viscosity 
of lava and the radius of the vent are known, the length of the vent from the crater to 
the reservoir can be estimated. This principle is applied to a few central eruptions, i.e. 
the dome formation on the summit of Tarumai in 1909, the overflow of lava from the 
Mihara crater in 1950 and the formation of lava fountain in the Sakurazima crater in 1958. 
The results obtained by these discussions are plausible and suggestive. 


その I. BAROKERRON 

和 形 断面 の 開 潜 中 の 洛 性 流体 の 流れ に つい て は , 既に H. Jerrreys? Off MOHS. その 結 
果 に ょ よれ ば , 側壁 の 影響 を 無視 で きる と き , 即ち 幅 が 深 さ に 比べ て 非常 に た 大 きい と き は , その 
流体 の 滞 性 係数 は 次 の 式 で 表わさ れる . 


= eesn a (1) 
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(AL, u, 0, d, a は それ ぞ れ 表面 速度 , BE, HORS, 傾斜 で ある . 

EROS ICBC, CHENRIUICE DHMERROMM Se RY OIRO ICBW THE, Lat 
Ok (1) は 有効 で ある . 実際 に , R.L. Nicuors® (Hawaii), KR? (三宅 島 1940 年 ), FIA 
その 他 (桜島 1946 年 ), 永田 その 他 (桜島 1946 4), 水上 % (三原 山 1951 年 ), G.I. Krv- 
GLYAKOVA その 他 ” (Bilyukai 1938 年 ) 等 は 式 (1) を 用 いて , CHENOM AMO MERE 


を 求め て いる . こと で は 同一 の 族 替 流 の 各 点 に お いて , 燈 岩 の 粘性 係数 を な る べく 正確 に 求め 
る こと と を 考え る . も し 粘性 係数 が 族 岩 流 の いた る と こと ろ で 一定 で ある な ら ば , Navier-Stokes 
の 運動 方 程 式 が 成立 つが , PUAVEC MX HRIC UE FIC GEO THEDE YD その 粘性 が 増大 する の 
で , 一 応 次 の 方 法 を 考え る . MSABROSALTNENEMIFA, CHOOUE CSE 
は 一 定 で ある と みな し , BACH (1) が 成立 つと し て , 各 点 の 間 を 連続 の 条件 で 結ぶ . CO 
場合 , 当然 溝 の 幅 の が 考慮 に 入 つ で く る . BROKE, 流量 を Q と する と 


Q = Um xbx d= Fubd=const., (2) 


と と で Um は 深 さ に つい て の 平均 流速 で ある . RAC A, RCAC 4h eR IC 
つて , 断面 に と お ける 流速 の 分 布 は 異 る が , こと こ で は 便宜 上 , 溝 の 幅 の 広い 場合 の 分 布 即 ち Un 
=2/3u な る 関係 を 採用 する . 次 に ①), @) 両 式 を 連立 させ る と , が 消去 され て 結局 , 
bd = const. (C32 

と いう 形 に な つて , と の 結果 は 明らか に 不 合理 で ある . MECOBSE 合 , ①) な る 関係 式 を 用 い 
る こと と が 不適 当 で ある と こと が わか つた . 式 (1) CHW CHOBE ARL THORWC ED, 連続 
の 条件 と 連立 し な い 理 由 で ある . TRA (1) は 幅 の 影響 の な い 場 合 に だ け 成 立つ 式 で ある . 
全く 別 な 観点 か ら , 三角 形 断 面 の 開 溝 内 の 粘性 流体 の 運動 を 考え て みる . 三角 形 断 面 で 近似 
SO, 液 面 が 上 下 し て も 断面 の 形 の 影響 が な いと いう 利点 が ある . 連続 の 条件 を 用 いや すい 
よう に 流量 QO SBICANT, 4, 0,2, gsina, u と 断面 の 頂 角 9 LE D67 OVER 
対し て z ヶ - 定 理 を 適用 し て 次 元 解析 を 行なう と , 次 の 関係 式 を 得る . 


i ogsina:Q 
=f) 202 ? 


(4) 


COC FO) は 無 次 元 で あり , 実験 に CLhOCRESNSERECHSS. 実験 は いろ ちん な 温度 で グ 
リセ リン を 用 いて 行い , 洛 性 係数 は 回 転 粘 鹿 詩 に て 測定 し た 実験 例 を 第 1 表 に 示す . 
RR 4 


1 2 0 
Sh ie = a 
Q 5 d 3 b 2d tan = 


な る 関係 を 代入 じ て 次 式 を 得る . 


OO ee 
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Table I. Examples of the coefficients f(@) determined by the 
experiments with the flow of glycerine. 
@ Temp. 0 L Q U sina Ft (0) 
c.g. 8. cc/sec cm/sec 
305 12, 5°C US AME 2.20 22 1522 0.116 0.14 
” 13.0 Toe 2.16 26.4 17.0 0.116 0.16 
60° 3.0 2 6.20 10.0 Es 0.142 0.21 
” 229 1225 0.72 20.6 20.0 0.050 0.23 
90° Bad) Tear 5.80 9.84 10.1 0.144 0.33 
” 21.0 1.26 52 8.72 9.6 0.044 0.30 
120° 10.5 1,27 Qe 21.9 16.7 0.116 0.24 
Y 13.0 Le27 2.16 26.4 20.8 0.116 0.25 
2 0 og sin a-d? 
= 0) tan 
2 eae 5 Paki 
g sin a-d? 
Sait) ee aaa ee (5) 


Zo OAH (1) に 比較 で きる 形 で ある . そし て FO) は 前 記 実 験 の 結果 か ら 求 まる 常 数 で あ 
り , 幅 2 の 影響 を 含ん で いる . 第 エ 表 に 示し た よう な 実験 値 を あ 用 いて FO) を 求め て グラ フ 
に 示し た の が 第 1 図 で ある . 9 が 120° 以上 に な る と 一 般 に 実験 が 困難 に な り , 180° で は 不 


可能 で ある . し か し この 場合 に は 理論 
式 1) が 成立 し て ,。 FO) の 値 は 0.5 
で ある こと と を 知る . 換言 すれ ば , 式 
(1) は 式 5) の 特別 な 場合 で ある . 


F(O) 


1 


04 


03 


計算 例 

同一 の 燈 岩 流 の 数 ヶ所 で 粘性 係数 を 
測定 し よう と し た 例 は 少な い が , BIT 
1951 年 の 三原 山 噴 火 に 際 し て 水上 の 0 
測定 し た デー タ が ある . SUROAE Fig. 1. 
4 つの 量 が その 測定 で ある . 

AU CRB ROMS = AB Cir. 
する と , 各 断 面 の 頂 角 の それ ら に 対す る 了 (⑰⑳, お よび 流量 @ は それ ぞ れ 表 に 示す よう に な 
る . 4 地点 に お ける 流量 QO を 比べ る と , 連続 の 条件 を ほぼ 満た し て いる と こと が わか る . そこ ・ 
GQ の 値 と し て , それ ら の 平均 値 を 用 いて , KA に ょ つて 灯 性 係数 を 求め た の が 最 右 の ら 
ん で ある . 当然 の とこ と で ある が , FO の 値 を 用 いて , KO に よ つ て る も 同じ 結果 が 得 ら れる . 


02 


30 90 120 150 180° 


Experimental coefficients in eq. (5), 
determined for various apex-angles of 
the section of the open channel. The 
double circle denotes. 
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Table II. Determination of viscosity coefficient of the flowing lava 
extruded in the 1951 eruption of Mihara. 


Teng. (Ae! bow a Picdiigs Aigarete:. TFG) Q=Sus “ 


ze om m/sec em, ca. cc/sec. c.g.s. 
1125 ail 110 35° | 10248 |}-1.7 102 | 121%) 0.25 | 11.6 104) 324108 


1108 50 160 | 27 3544 | 4.0x108 | 116 | 0.26) 9.3x104| 2.4x 104 
1083 Ft 210; 16 15+3 | 8.1x103 | 108 | 0.27 | 8.1x104| 8.4x 104 
1038 | 130 250.| 11 842 1 1.6x104 | 88 | 0.30] 8.7x104| 2.2x105 


SAA 


(observed by T. MINAKAMI) Mean 9.4x 104 cc/sec 


と れ に 反し て , HO) を 機械 的 に 適用 する と , 全く 偶然 な 地形 に よ つ て 支配 され る 深き びす だ け 
CLOCTMHAMBRESNSTLITKES. 現に , 第 T 表 の 観測 例 で は , BAWO TRE, HR 
さ が 大 きい 断面 に な つて いる . 平ら な 終 面 を 流下 する 場合 に は , 断面 の 形 は より 偏平 に な る 千 
で ある か ら , この こと と は 燈 岩 流 の 流れ た 地形 の 影響 で ある ろう と 考え られ る . 即ち 幅 6 を る 考慮 
せ ね ば な ら ぬ わけ で ある . も つと も , 燈 岩 流 の 一 地点 だ け で , その 粘性 係数 の 桁 数 を 論ずる に 
は K 1) も 有用 で あろ う . 

有 要する に , BAROMERROWEILHEA 1) ある い は 6) を 用 いる と る , 相当 の 誤差 は 
まぬがれ な いも の で ある . MESSAGES po, a, b, d,u の 測 害 誤差 は それ ぞ れ 約 10 用 は 
避け られ な いで あろ る うか ら , 得 ら れ た 粘性 係数 の 誤差 は 約 50% に 達する と こと に な る . また 計 
算式 1) も ⑤) も , 燈 岩 流 は その 自重 だ け に よ ょ つて 終 両 を 流下 する 層 流 で ある こと と を 前 提 と し 
て いる こと に 留意 すべ き で ある . 測定 の 精 慶 を 更に と 高 あ よう と する な ら ば , と こと に 述べ た よう 
な 人 工 的 な 開 溝 を 利用 する の る も 一 方 法 で あろ る ろう. 


その ll. WeHORY 

KUDRKICEL TC, BARORMORWMIC LOT, その 運動 を 数 量 的 に 論ずる と と を 可 
能 に する 観測 量 が 得 ら れる と と が ある . 中 心 吐 火 の 場 合 に は 燈 岩 流 の 平均 の 流量 @, KHOR 
面 の 半径 ヶ お よび 族 岩 流 を 流出 させ る 過剰 圧力 頭 》 な ど で あ る . 割れ 目 噴 火 の 場合 に は , MB 
BORIC, HNAORS 1 Lib CHS. と れ ら の 場合 , 燈 岩 流 が Hagen-Poiseuille の 
流れ で ある と すれ ば , 


2 (6) 
anEB : Q= 7-(4 -), (7) 


COT fA OMTERE, 0 RH ORECHS a は 火 首 の 有効 長 ま で ある が , —BY 
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に いえ ば , 断面 積 が 大 きく 燈 岩の上 蜂 速 度 が が 小さく , か つ 過 剰 圧 力 の 源 が 存在 する と ころ まで 


の 深き で ある . CIULWDO SHIM YD LAME COMA ICH FSC LEBZOCHAS. 
粘性 係数 々 IER BEO RRC HOM, 運動 中 の 平均 的 な 値 を 考え る. また 以下 の 議論 に お いて 
次 の と と は 避け られ な い 前 所 で ある , 即ち 火 道 は 火口 か ら 垂 直 に の び て い て , 火 道 の 断面 の 大 
さ は 均一 で 地表 で 観測 され た も の に 等 し く , また 過剰 圧力 頭 》 は 履 岩 流出 の 間 を 通じ て 常に 
—HCHEZETS. 

燈 岩 流 の 流出 の 過程 と し て は , まず 溜り で 》 だ け の 圧力 増加 が ある と , PH tae 
OC, 火 意 中 で 粘性 抵抗 と 自重 を 受け , 次 第 に 上 甘 速 度 は 小さ く な り , 地表 へ 滋 出 し て , JAR 
EAR か に 相当 する 高 さ に 潤 近 し て , や が て 流出 は 止ま る . と の 運動 を 考え る 際 に , pp を 
MESSE, RABI 7,d CHS. 別 な 考察 か ら d が 大 体 推定 され て いる 場合 な ら 。 上 記 の 
関係 式 か ら 7 の 見 当 を つけ る こと と る 可能 で ある が , と と で は 火 道 の 開 日 端 に お は る 半径 を ヶ 
し て ,19 の 見 当 を つろ ける と と を 試み よう . 以下 具体 的 に 中 心 噴火 の 例 と し て , MAE, =R 
出 お よび 桜島 の 場合 に つい て 考え る . な お , 割れ 目 噴火 の 例 と し て , Hawaii の 噴火 記述 に 求 
DIEM, 適当 な る の を 見 出す と と が で き な か つた . 


1) #@A1H E—4 (1909 年 ) - 
大 井上 % の 噴火 に 伴 つ た ドー ム 生 成 の 記述 か ら 次 を 知る , 
噴出 燈 岩 量 V1.5 x 10% cc, 火 道 半径 ァ =9 m, 
Ba eK AaB HEL RR T= 48 hrs. 
火 道 の 半径 に つい て は , 現在 の ドー ム 中 央 部 に 存する 鏡 肌 か ら る 推定 で きる . ドー ム の 高 さ は 
SROK ABD SH 199m で ある が , と これ が 過剰 圧力 頭 か に 相当 する も る の で ある . d が 時 間 
CHICKS L SRA ERMAN CLEA, 式 (6⑥) を 近似 的 に 次 の よう に 書け る . 


CD © 


EE 0 7 CELLO 


但し d は meter CHAS. 
A) いま , WHA BEIC HEC SE PTO CU * ICHELIBAR HIG Sb SUE, GE 
(EN tai >a 199 POs CEB CAS. TOLLS 


“ES 


ar. pT i d + 199 


7 log CY 199 logd — i}. 


と これから 次 の 関係 を 得る . 


56 Bi 山 泉 
8Vu sede _ d+199 | a—1}= d). (9) 
ese 7 log (d + 199) 199 og Da 
B) HAAR CO SAAD FRA EM*ICMHT SETI, dist Chk CE 
的 で あり 次 を 得る . 
8Vp =(4 + 199 -1) Wy 10 
nr! og T d = £2(9). (10) 
Hwee uw OM LET, KAR EELEICLT, 10° poise を 代入 する と , 9d) の 値 と し 


fd) 
2 


05 


k=5xI0’ 


Tarumai 
(1909) " 


20 km 

Fig. 2. Determination of the length of the volcanic 
vent at the dome formation on Tarumai, by 
means of eqs. (9) and (10). The vertical 
line represents the error in g(d) due to 10% 
error in estimation of the radius of the vent 


(r). 


Q2 03 05 


bea: 25 3 et oe -p 0 


の 上 に 滋 れ 出し , COR 29 日 間 に 内 輪 山内 を 満た し 
高 約 -670 m) を 乗り こえ て 火口 原 べ と 流出 し た . 


この 期間 中 , 


て 第 2 図 の 水平 矢印 で 示さ れる 値 
を 得る , これ か ら 火 道 の 長 さと し 
ct, A, B それ ぞ れ の 場合 に 対し 
0.7 BEKO 1.3km &BsS. 
HMAROLUPECEOT, 結 
果 が 如何 に 異 る か を 示す た め に , 
第 2 図 に は 5X10° BK 5x10° 
poise DBEXREALTHS. £F 
た 火 道 の 半径 7 の 10 の 誤差 
?(d) に お よ ぼ す 誤 差 を 縦 棒 で 示 
し て ある . 要する に , この 場合 の 
火 道 の 長 さ と し て lkm 前 後 の 値 
を 得る . 


7 
\? 


2) 三原 山 1950 年 ) 
1950 年 8 月 14 日 , 三原 山 旧 火 
有 孔 内 を 埋め つく し た 崎 岩 は 内 輪 山 
内 の 大 正 燈 岩 原 (標高 約 640 m) 
9 月 13 日 に は 内 輸 壁 の 最低 箇所 ( 標 


過剰 圧力 頭 か が 不変 で 30 m 


で あつ た と すれ ば , 次 の よう に 諸 量 を きめ る こと こと が で きる . 


V=1.2 x 10" cc OE 20S 
と これから 次 を 得る . 
SV =a + 30 - 
rr ogT ae d = CA (11) 


WEMMARM 々 OF ELT, 野 
IED ER BRL T, 5X10 
poise と すれ ば , 第 3 図 を 得る . 
第 2 図 と 同じ く , ヶ の 誤差 10 
の も ゃ も たらす 誤差 を 縦 棒 で 示し て あ 
る . と れ か ら 火 道 の 長 さと し て 約 
5 km を 得る . 


3) 桜島 (1958 =) 

+ BYE ESHA ARGO Be ER EHR 
報 第 8 号 (昭和 34 年 7 A) Ick 
58 BEI? 3A 23) 8 OLR 
37 分 に に 爆発 が あり , 続い て 周期 
0.6 sec. の 連続 微動 が あこ り , こ 
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$(d) 


3 Mihara 
2 (1950) 


0.00! 
Ol 02 03 05 | Za omen 19 20 30.km 
Fig. 3. Determination of the length of the volcanic 
vent at the overflow of lava in the Mihara 

crater by means of eq. (11). 


の 徴 動 は その 日 の 22 時 40 分 頃 ま で 続い た . この 日 は 山頂 は 雲 に お お われ て 火 日 の 詳細 は 不 
上 明 で あつ た が , 翌 24 日 の 飛行 機 か ら の 観測 に よる と , 火 日 に 直径 約 100 m OFBKicKS 


WATE TW. そし て 24 A 15 


時 22 分 の 爆発 を 最初 G30 日 06 


時 50 分 まで 10 回 の 爆発 が あぁ つ 
た が , 1 月 2 日 の 飛行 機 か ら の 観 
測 に よる と , BAKA OMA MIs 
RS HESNWCAS HK OTH 
fe. DEOHHR LUIZ A248 
に 毎日 新聞 社 ( 西 部) 写真 部 の 撮影 
L PMH MD we PIE AS 4) & 
bEIUT, MOLES 
め た : 


V7, 9x10"%cc, r=9m 
AU THRAUMOR S Hl bi AED 
Hi p は 約 30 m で ある . MED 
IK A dB PtH L RAD TIAL O 


Fig. 4. Aerial photograph of the lava fountain 
appeared in the Sakurazima crater on 24 
Dec. 1958 (photo. by the Mainichi Press). 
The diameter of the fountain is about 100 
meters. 
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C AECL IAS T に 関し て は , ま づ 連続 微動 が 観測 され た 継続 時 間 21 時 間 が 考え ら 
れる . この 場合 次 を 得る , 
8Vu -(4* -1)= 4 (12) 
rrtogT d oe 


HMEORBE p OLE LT, 1946 年 の 野外 測定 の 結果 を 参考 に し て 5X10" poise と すれ ば, 第 5 


fd) 
03 


p=10" 
A =5xI10 ** 


3 Sakurazima 
2 (1958) 


0000 0203 05 | 2 3 5 10 20 30 km 


Fig. 5. Determination of the length of the volcanic 
vent at the formation of lava fountain in the 
Sakurazima crater by means of eq. (12). 


図 の * 印 で 示さ れる 結果 を 得る . 


WER AMD KIB LAD FICE SSR To を 検討 し て みる と , と これ は 近似 的 に 次 式 で 写 
AbBHS. 


ee A oo | zea t a9) 
COC d & 3km EFHNE To HS. TR LES. T OFZENSHOBSLLTI, MHP 
け 少 いも の 即ち 15.3 時 間 を 用 いる と , 第 5 MOR CASS BREE OS. DEOWMB AIT 
対し て , 火 道 の 長く さと し て それ ぞ れ 3.5 お よび 2.7 km を 得る が , 要する に 3 km 前後 で あ 
EE EE 


以上 の 考察 は 多く の 仮 害 を 含む 大 略 な も の で ある が , その 結果 は 火山 噴火 の 機構 に 対し て 暗 
示 を 与え る も の の よう で ある . 


AOE その 1, その I 


ここ と で 溜り に 生ずる 過剰 圧力 》 に つい て 考え て な る . 式 (6) か ら 次 を 得る .。 


Suvd 
= = + egd. 
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(14) 


この 式 で 表わさ れる Hagen-Poiseuille の 流れ と は , 一 様 な 重力 場 に お いて , 一 定 の 圧力 勾配 


Pld @ FAT, 細い 円 管 中 に 非 圧 縮 性 粘性 流体 を 定常 的 に 流し だ 場合 の 流れ で ある . 式 14 か 


らい える こと と は , も し 圧力 勾配 が 一 定 な ら ば , HMABKOKS VA BRHOMS IDS <, HE 


に 


係数 の 小さき い 燈 岩 流 の 速 さ は 大 きい と いう と と だ け で あり , 着 性 係数 の 大 小 が 深 り に 生ずる 過 
午 圧 力 の 大 小 に 関係 する と は , 少く と る 式 (14) だ け か ら は いえ な い . と この あと の ほう の こと と は 


全く 別 な 考察 を 必要 と する . 
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Elastic Wave Velocity and Thermal Expansion of 
Voleanic Rocks at High Temperatures. 


Kumizi Itpa and Mineo Kumazawa 
(Institute of Earth Sciences, Faculty of Science, Nagoya University) 


Elastic wave velocity and thermal expansion of four kinds of volcanic rocks at high 
temperatures were measured. An increasing elastic wave velocity with a rise in temperature 
was observed in dacite from Showa-shinzan volcano and also in basalt from Mihara volcano, 
while a decreasing wave velocity was observed in andesite from Aso volcano. The stepwise 
increase in wave velocity of thermally treated Showa-shinzan dacite was observed at a cer- 
tain temperature between 200°C and 300°C, while this stepwise velocity inclease was not 
observed in a virgin specimen in the first heating run. The wave velocity of Hakone 
dacite decreased with a rise in temperature from room temperature to 150°C and then it 
increased at higher temperatures and again decreased stepwise at temperatures above 573°C. 

Thermal expansion of rock specimens was measured by a dilatometer. The remarkable 
difference of thermal expansion curves was related to the crystalline forms of free silica in 
rocks, namely quartz or cristobalite. 

The temperature variation of porosity was obtained from the difference between the 
measured and the calculated thermal expansion curves. An increase in wave velocity is 
generally correlated to the decrease in porosity. The inversion of a alpha to beta cristo- 
balite is related to the stepwise increase in wave velocity in Showa-shinzan dacite. 


§1. 緒 
S SICA A ORM RES Fi CHET S—ODFRECREL, BHO 
Tei a & ASL 72238", COR 6S NEEETCIE IELAEORACEE 
が 減少 する (や わら か く な る ) の に , 昭和 新山 の 石英 容 山 岩 
固化 し た 岩 右 で は , 弾性 波 速 度 が 温 席 と 共 記 増大 (か た く な る ) し た . 


Dill 


rr 
Ae 


> 
i 


2 OR AA EEE 


火山 岩 に つい て の 測 

SE YT BRM PE DY oR BE 

t =RWUOKRAO 2 つの 最近 噴出 
の 


井 と 共に 弾性 的 に か た く ぐ な る こと と は 和 綴 に 佐久 間 ?, TR? ら に よっ つて 報告 され て いる SHE 
の 物質 で は 温 謀 上 和 日 に と も な つて 弾性 定数 は 減少 する 傾向 を 持つ も の で , 単 結晶 に お ける 例外 


多 形 転移 の 附近 の ある 温度 範囲 に 限ら れ て いる (例え ば 8 石英 >573°). ガラ ス 質 の 物質 で 
は 温度 上 箕 と 共に か た く な る こと と が 一 般 的 な こと と と し て 知ら れ て いる が , その 程度 は 極め あめ て わ 
ず か で し か な い . し た が つて , CNDOMMEAMRORAKCH SBA, 各 構 成 粒子 の 性 換 
逆 の も の が み ら れ る と と は 著しく 奇妙 な と こと と で ある と 云わ な けれ ば な ら な い . と の 現象 は 筆 
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第 ユ 表 Ah ORM es b OS HM 


TAAL | Wer Se Ba Fe Zz Ly 224 三原 山 玄 武 岩 
oe as augite bearing sp ouixine bearing hyperthene augite 
1945 年 噴出 <gpleres| hyerthene dacite | ndicite sosace nett, 1950 Ht 伊豆 三 
昭和 新山 ドー ム の 北 | 鮮新 世 の 脈 岸 | 阿蘇 火山 中 岳 西 方 『 | 原山 の カル デラ の 深 
Pa DMT 湯 ヶ 原 ー プ ウェ テイ 駅 附近 | Aut 
Qu 31.7 41.1 0.0 10.1 
Or 8.2 9.5 11.0 2.0 
Pl 51.3 (Ab 74 An 26) | 43.6 (AbY54 An 46) | 58.4 (Ab 42 An 58) | 48.5 (Ab 18 An 82) 
oe iJ 
Py 4.8 (En ue 40 | 2.6 (ER75 Fs 25) | 24-2 es 27 | 31.5 (en oe 
Ap 0.5 0.7 0.7 0.3 
Il に の 0.7 1.9 2.6 
Mt 2.3 0.1 3.4 5.0 
Ol = = 0.4 a 
Cor. — ate — = 
合 計 100.0 100.0 100.0 100.0 
7, | au 7 キ 1 32+4 2+0.5 tr 
yp | Cr 2642 4+1 6+1 4+] 
ル tr = tr ee = 
7 | ast 3343 | 3645 842 4+1 
Bids 31.7 | 41,1 0 10.1 
#2 We BIL oMR Ss HKY BE KH 
昭和 新山 湯 ヶ 原 阿 ih =m wy 
BRA A 石英 安山岩 Bee KR a 
oe 容 BE 0 2.23+0.03 2.12+0.03 2.7440.03 2.74+0.03 
a 0: 2.53 2.59 2.84 2.80 
SE Op 2.59 2.62 2.88 2.89 
度 at 算 0c 2.62 2.63 2.94 2.96 
ae BA us we 2 1244 9% 15+1.5 3.540.4 — 4,740.5 
a ie 1441.5 19+2.5 4.840.5 5.240.5 
900 て に | 測 SE 0.70% 1.00 0.60 0.65 
Dee 算 1.00 0.95 0.65 0.70 
ga | ME | 測定 され た 最大 値 4.1 km/sec 3.4 4.5 4.8 
ve | oe | St 算 5.5+0.4 5.8+40.4 6.6+0.4 7.040.4 
BE 
ME | ME | 測定 され た 最大 値 2.8 El 2.8 2.9 
ye) st 彼 | 3:2+0,3 3.3+0.3 3.8+0.3 4.0+0.3 


者 等 の 知る 限り , Wilberns 砂岩 (Cambrian) (1000 気圧 以下 , 100°C 以下 )?, Ellenburger 
F224 (Ordovician) (5000 気圧 以下 , 120°C LiF)”, Barrisfield fE fa 1000 気圧 以下 , 100 
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°C 以下, それ に 常 圧 下 に お ける 了 昭 和 新 山 新 妖 岩 と 三原 山 玄武 央 だ け で ある oO it REE FA 
こと も な う 弾 性 波 束 度 の 増大 が , AB OM RIM TILED ORE OIE IE CIS BEDI & Peo 
と と は 明らか で ある . そこ で こと れ は 何ら か の 意味 で 鉱物 各 粒 子 の 結合 の し か た すなわち , IK 
WERT OREO RIA LORRCHSS L#BAGNS. SSICLU LEME, DE, Gaee 
の 場合 に は 比較 的 低い 圧力 範囲 だ け で 起 る 現象 で ある の で , 何ら か の 意味 で 組織 の looseness 
に 関係 し た る の で あろ う 5. 最も 考え や ゃ や すい の は , ABAMWICHS pore, 微小 な crack や 結 唱 
欄間 の 状態 の 温度 変化 で あろ う . そ と で , BRED, 弾性 波 速 度 を 合わ せ て 測定 し , と これ ら の 
事情 を 調べ て みた . 


lin 


§2 実験 装置 

MED EWES BICHE Lb O” と 大 き な 差 は な い の で 省略 する 。 測定 誤差 は 一 連 
PRERTIRRL C SEMA TVA, WML BOW COS. CHIBI ARAL S E 
うに . BBR OS ORY—MICEZLOCAHS. 

MERI he St CMI CERIO CL ORME CE 5) 044 7 ERIE 
ICES. と の 中 に 長 さ 約 10 cm ORROBARHE On, OMRON ne 
STZ OWA, BHO DUE XA OW AEROMO KRIS UC, REO 
INSIST 8. と の 相対 前 変位 は 光学 テ ュ や ダイ ヤル ゲー デ で , 1000 AICHE CHEL E. 


TIL 


$3. 岩石 の 組成 

HERR OWEKEM 1 2 HICK CRLA. B+ MORRILL IMEE LO 
ARMA CACM BRIRISL A ET CHS OIE S10, OAS eristobalite CB 
A OL, CHMIKAE, AAR OMETIC LE LOCKE. 
岩石 の 鉱物 組成 を 知る 癌 で すでに 報告 きれ て いる 化学 分 析 値 か ら シ ルル 計算 を 存 っ た フラ 
RO OME ehMac, Lak Sid. hnos 
Pe TOR. COCR ORABHICEENRTWOZ SiOz (iE, cristobalite, tridymite で 
RD ORS sharp, TSE 
SO IIE ETRY 2 OBER IIs DERI A Bic HEL Te, SHE Siok he 
VEASUECE ERD SiO: ORR MARR OHA TETSU CHEE ARES Lo 
a EI TE pace 
DE AA TA AN ak 
WE AR OBRED 2 v1 2 ORO IRON SRC HEL 72% OC Bm De 


ve) 
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実に 近い と 考え られ る . と この と と は 熱 膨 服 の 結果 る 支持 し て いる . RE CH, BSEL CWE 
し た が 200°C お よび 573°C 附近 に は 熱 膨 用 に 何ら の 異状 な く , な め ら か で あつ た の に 反し , 
阿 鱗 山 の 安 山 岩 で は 徴 層 で ある が 200°C 附近 に cristobalite DHAEST SAFI TRO 
熱 膨 服 が み ら れ た . 


$4. 密度 と 空隙 率 


LAA OAHICOW CHORES ERB OW EDS ROLES ABBE pp LTS. BG 
PAT ZI CARBS LE, RINLEKORY KAHORRORECHSL#R, COBB 


GI CRMC MBS BIRIC LEDBOCTHOME pp と する . po と gs OBITHGHO ZR 


DEERTLODCHS. il Pern “= x 100 COMLVDOSHMVLEROMAE 
t 


け で あつ て , BRLERBOTWS. そこ と で 岩石 を 粉末 にし て 密度 を ピク ノ メ ー タ を ー で 測定 し 
た . CORARREE On は , 粉末 が 小さ く な る と 圭 酸 塩 鉄 物 が 水 和 し て 徐 度 が 小さ く 出 る 傾向 が 
SOD, それ で る も gs より 系 統 的 に 大 きい . pe と Ov の 差 は 閉じ た 空隙 の 割合 Paroseg WH 
ASS. stkowmeis P=" x100, また Porosea = P-Popn. CHB. WARE 
は 岩 夏 中 の 空 際 の 大 部 分 は 開い た 状態 に ちあ る と と を 示し て いる . LOL, BaRicke MMS 
せる 時 の 処置 の 程度 Ok CAT SRM) CLKOC ps は 変る の で , BRORBABV TC 
いる と いつ て も その 開き 方 に か な り 程 度 の 差 が ある . 比較 の た め に , ノルム と ノレ ルコ の 結果 
を 使 つ て 真 の 和裕 度 を 計算 し た . 第 2 表 に 示し じ た よ うに pe と ps は 比較 的 良く 一 致し て いる 
DB, bo の 方 が 系統 的 に 小さ いま う で ある に れ は 岩石 を 粉末 に し じ て も まだ 除け な いよ うな 小 
さ な 空 隔 が ある た めか , 理 酸 塩 の 水 和 の た め pz が 小さ く 出 すぎ た の か , 朋 ら か で な い 


§5. 測定 結果 
特に 弾性 流速 度 の 測 守 値 は 多く の 場合 , 測 中 誤 差 は は る か に 越え る バラ ッ キ を 示し た . これ 
は 試 片 を その も の に も と か ら 存 在 し て いた 不 均質 と , 測定 に 友 る まで の 実験 室 で の 処理 の 履歴 の 
差 (例え ば 試 片 の 切断 , TE, 2B, BSAOMMADOB CORES) に より 生じ た も の で あ 
る . 測 冠 値 は 第 1 図 に 示し た . と れ と 比較 する た め に 鉱物 組成 か ら 期 待 さ れる 和 熱 膨 用 と 弾性 波 
速度 を 計算 し た . ERBABRVOABR © Mp eas Birch et al? に 依 つ た . 熱 膨 月 は 各 構 成 
鉱物 の 体積 に よる 荷重 平均 で 与え た . cristobalite の 熱 膨 用 は Hummel に よる 測 冠 値 を と 
0, a@-8 RBOBESBMMUMAA HO cristobalite の それ と 合う よう に 変形 し た も の を 
用 いた . と の 結果 は 第 2 図 に 測 害 値 と 重ね て 示し た . 弾性 流速 度 は 各 構 成 鉄 物 の 常温 に お ける 
圧縮 率 の 体積 による 共 重 平均 と し て 求め た 平均 の 圧縮 率 B を 使 つて 継 波 の 近 度 Va=/ そ / 
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0 100 200-: 300 400 500 600 700 800 
TEMPERATURE 


Fig. 1 の I と I 


レ B.pp お よび 横 波 の 速記 neg / Bp (ポア ッッ ン 比 0.25 AGE) を 求め た .。 た だ 
し cristobalite の 弾性 中 数 の 報告 は 全く な い の で 徐 慶 が 常温 で 異常 に た 小さ いこ と と (0=2.3) を 
考慮 し て , 圧縮 率 が 石英 の それ の 2 倍 で ある と 仮定 し た . 計算 し た 弾性 波 速 度 は 第 2 SICAL 


高温 に お ける 火山 岩 の 弾 性 波 速 度 と 熱 膨張 の 測定 65 


Il 
IV 
2.0 
0 100 200 300 400 500 600 700 800 
TEMPERATURE AS 
弾性 波 速 度 の 温度 変化 
I 「 昭和 新山 石英 安山岩 ABC: 未 処 理 . D: 再度 加熱 .E, F: 水 
中 で 加熱 処理 
I B77 y A,C,D,E: 未 処 理 , B: Hee 
1 阿蘇 =e A: 未 処 理 . B,C: 再度 加熱 
W =u Save A,B,C, D: 未 処 理 . F: Fee one. 


F,G: 水中 で 加熱 処理 
Figs 1 OM &1V 


fo. CHPUWESNCEADPMRREKOLBAPKAWC LMWH ADOBE SS. すなわち 
実際 に 示す 弾 履 波 速 度 は 各 構 成 鉱物 の 弾性 的 性 質 そ れ 自 体 よ り る も 他 の 要素 に 多く 支配 され て い 
る こと と を 示し て いる か ら で あ る . WEENKAWR と 計算 さき され た も の 7。 と の 差 は 岩石 内 
に ある 次 際 の 変化 JP と 次 の よう に 関係 し て いる . すなわち 4P =3lm—b)/lm, これ か ら 
補 隙 率 の 温 鹿 変化 を 計算 し 第 3 図 に 示し た . 弾性 流速 度 の 測 冠 値 は 著しく ば ら つ いて いる の 
で , 横 波 の 速 鹿 を 参照 し な が ら 縦 波 速 度 の 全体 的 傾向 を 第 3 図 に 示し た . 既に 報告 し た 考え 


pee 
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Buys > AWA M: WIRE. N: フル ム か ら 計 算 し た も の . X: ノレ ル 
ュ の 結果 を 考え に いれ て 計算 し た も の . 
1 昭和 新山 石英 安山岩 ae TO Rae, Zea IV 三原 山 , als 
Fig. 2 
の よう に 古い 剛 石 で ある 湯 ヶ 原 の 石英 安 山 剛 も ある 温度 範囲 で は 弾性 波 速 度 が 温度 と 共に 増大 
する . 弾性 波 速 度 と 熱 膨 用 に み ら れ る 200°C 附近 お よび 570°C 附近 の 段 状 の 変化 は そ れ ぞ 
れ cristobalite お よび 石英 の a-B 転移 し よる も の で あろ る ろう. 小さ な ヒス テレ ンス を 除い て 全 
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I I 


POROCITY IN % 


DILATATIONAL WAVE VELOCITY IN KM/SEC 
> rs 
i. 


0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 | 0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 
TEMPERATURE °C TEMPERATURE °C 


Fig. 3. 弾性 波 速 度 ( 縦 波 ) と 空 際 率 の 温度 変化 


体 の 傾向 を みる と . 弾性 波 速 度 が 増大 する 温度 領域 で は 必ず 空隙 率 が 減少 し て いる . この 対応 
は 非常 に は つき り し た も の で , COMSOZMORDIES の 充て ん に 多 ぐ 寄 写 し て いる も 
の と 思わ れる . 一 方 , これ と 全く 逆 の 傾向 が 両者 の 熱 履歴 に つい て み ら れ る . すなわち 加熱 の 
過程 か ら 冷 冷却 に 移る 時 に は , 一 般 に 弾性 波 束 度 が 増大 する の に , 空 際 率 は 増大 する . 極端 な 場 
合 に は 隔 和 多 お よび 昭和 新山 の 岩石 で み ら れ る よう に (ROBWUE CIE 550°C 以上 で の 弾性 
流速 度 の 測 窪 は な い ) 高温 で 冷却 する と , DLOCHRGBEL, 空 際 の 容積 が 増大 する . こと 
れ は 多分 集合 体 と し て の 熱 膨 服 の 機構 に 関係 し た も の で あろ う . 各 成 分 鉄 物 は 温度 変化 に 伴 つ 
で 自由 に 変形 で きる の で な そ き 世 在 四 束縛 され て いて 内 部 応力 が 生じ , この 応力 の 平均 こと し て の 
内 部 圧力 の 開放 と し て 脱 腹 が 起 る . と この 応力 の 作用 で , 微小 な 割れ 目 の 発生 や 消 減 が 起 る の で 
あり , 内 部 の 圧力 が 大 きく て 自然 に 脱 須 する よう な 条件 で は , 割れ 目 の 消滅 の 方 が 多く 弾性 波 
速度 が 増大 する の で あろ る う . し た が つて , 高温 で は この よう な 岩石 の 破壊 強 席 は 著しく 増大 す 
る も の と 期待 され る 

WAMUOLAC, 熱 履 歴 の あぁ る も の で は 200°C 附近 に 弾性 波 速 度 の 階段 状 な 増大 が み ら 
れる の に , 熱 履歴 の な いも の で は これ が み ら れ な い . 高温 型 cristobalite は 低温 型 よ り る 弾性 
定数 は か な り 小 さい と 考え られ る の で (密度 が 小さ い ), MBEORV AAT, a-8 転移 に と 
る な う cristobalite 自身 の 弾性 冠 数 の 減少 と , 空 際 の 減少 に よる 効果 が 何ら か の 機構 と よ つ て 
打 消 し 合 つ て いる も の と 思わ れる . ノレ ルコ の 結果 に よる と 加熱 に よ つ て わずか で ある が 
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cristobalite が 減少 し 石英 が が 増大 する . これ は metastable な cristbalite が 石英 に 転移 し た 
の で あろ う が , と この よう な 転移 は 水蒸気 や 応力 の 存在 で 非常 に 加速 され る 性 質 の も の で ある か 
ら , 火山 地帯 の 自然 の 状態 で は 時 間 的 に 鉱物 組成 が か な り 変 化す る で あろ る ろう. ARE cristo- 
balite で は 体積 に 7.6%ODHEBH SOT cristobalite-GROF(LCHADE REP, それ に 
伴う 組織 が 変化 し て , 物理 的 性 質 も 大 きく 影響 を 受け る の で ある ろう . 

殆 も どの 岩石 で 常温 か ら 150°C 附近 まで は 弾性 定数 の 減少 が ぶ ゲ み られ る . これ は 今 の 所 , & 
く 理 解 に 苦し む 現 象 で ある . 

要する に , 火山 現象 に 対応 する 高温 , 低圧 休 件 の も と で は 岩石 の 物理 的 性 質 は 温度 の 変動 や 
時 間 の 経過 で 複雑 な 変化 を する も の で ある . 遊離 石英 と 微小 な 割れ 目 や 裕 際 の 存在 が 問題 を 複 
REIT TVS. 


1 mm 


Fig. 4. RAMPIUBRAUEHOZROW, 黒色 の 部 分 が 金属 鋼 で 
FOU Strife Zee 


空 際 が 17 10% Is LSMAULO BE CRADLE ACA OCS OHTA MICK 
味 が ある だ け で な く , COBAMEER-OUUMARICAS < WESSOC, 調べ て みる 必要 
が ある . と の 目的 で 硫酸 鉛 溶 液 中 で 岩石 試 片 を は さん で 電気 分 解 を 行っ た. 金属 銅 は 陰極 の 際 
近 か ら 順次 開い た 空 際 を うめ て 折 出 する . RRL LALOR CROW (=z 
際 の 形 ?) を 第 4 図 に 示し た . と の 方 法 に は まだ 研究 の 余地 は ある が か な り 有 有力 な る の で ある 
UR : 
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KD ICOLSG7 ROBEKAIUBEREL FS OKRRKEABARE, 実験 を 手 伝 つ て 下 
きつ た 松波 宗治 , 谷川 保 , 河野 芳 灯 の 諸君 に 深く 感謝 する .. な お 本 研究 に 要 し た 経費 の 一 部 
BE 
=o 


Ba 
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Chemical and Mineral Composition of the Muzina-goro 
Andesite Mass, with Special Reference to its Petrogenesis 


Hisasi TAKESITA 
(Western High School of Nagano) 


Kenzo YAGI 
(Tohoku University) 


Muzina-goro is a neck-like mass of andesite, about 200m across and 70m high, intruded 
into the mudstone of the Ogawa formation of upper Miocene, in the western part of Nagano 
City. Vertical columnar joints are beautifully displayed. It is a composite mass composed 
of the andesite of tholeiite series (Vc type) in the interior, and of andesite of calc-alkali 
rock series (Vd type) in the margin (Fig. 1), and the two types gradually change to each 
other without a sharp boundary. By systematic sampling, it was possible to trace the 
course of crystallization and consequently to illustrate the genesis of the two types. Pres- 
ence of phenocrystic pigeonite around augite is remarkable in the andesite of both Vc and 
Vd types. Although the two types are similar, small but distinct difference is observed 
between the two in their chemical composition as well as mineral composition. This 
difference can not entirely be attributed to the differentiation in situ, for the chilled margin 
is also composed of a similar andesite of Vd type. When the chemical composition of these 
various facies are plotted in the MgO-FeO+Fe,0;-Na,0+K,0 diagram, they all lie within 
the area of calc-alkali rock series of this district. The ratio of rhombic pyroxene : total 
pyroxene (Rh+100/Rh+Mo) in the groundmass varies in wide range, although these rocks 
are chemically much alike in the present case. Probably, the original magma was differen- 
tiated at the depth into two parts, which later successively intruded (Fig. 4). It may be 
postulated that high oxygen partial pressure, 02, (Osborn, 1959) due to the contamination 
of water from the surrounding mudstone favoured the formation of calc-alkali rock series 
in the upper layer of the two parts separated at the depth. po: might also be higher in the 
margin than in the inner part when intruded in the mudstone. The wide variation of the 
ratio, Rhx100/Rh+Mo, in the groundmass of calc-alkali rock series may be explained by 
the variation of poz in the chilled margin of these rocks. In this connection, it is noted 
that Fe,O3 content is higher in the contact part (M 2) than in the inner part (M 3), total 
iron oxide remaining the same. 
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も む じ な ご うろ 
長野 市 銘 郷 路 採石 場 の 安山岩 は 、 ピ ビジ オォ VMROMAYS< CRUBELT, 長野 県 に お け 
る は じ め て の 産地 で ある こと と が , 著者 の 1 人 KY.) に より 報告 され た !, その 後 , 著者 の 1 
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Fig. 1. Geological map of the Muzina-Goro composite mass. 
1. Hornblende andesite (VId type), agglomeratic dike 
. Pyroxene andesite (Vd type) 
Pyroxene andesite (Vc type) 
Mudstone (a member of the Ogawa formation of upper Miocene) 
Cliff and precipice 
Direction of main axes of columnar joints 
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K(E.T.) it, 本 岩 体 の 野外 調査 と , RBM YT) YTICKOBROMR, 岩 体 の 周辺 は , 
ピ ジ ォ ン 交 大 の 斑 品 を ふくま, 石灰 アル カリ 岩 系 の 岩石 (Vd 型 * か ふら 成る こと を 知 つ た . と 
と で は , BRORML, 本 岩 体 の 成因 に つい て ふれ て みた い . 化学 分 析 の 労 を と られ た 松本 幡 
郎 (熊本 大 学 ), 岩崎 文 山 (東京 工大 ), 研究 を 援助 され た 生出 慶 司 ・ 青 木 謙一 朗 (東北 大 学 ) の 各 
氏 に 謝意 を 表す る . 本 研究 に は , 1959 年 鹿 交 部 省 科 学研 究 費 (区.Y.)・ 同 奨励 研究 費 ( 士 . 王 .) の 
一 部 を 使用 し た . 


§2. = 

部 郷 路 安 山 央 は, 後期 中 新 世 の 小川 層 ?% ICS See lee O 52 < —ABBKOABM 
な 岩 体 を 構成 し て いる . 賑 体 の 主要 部 は , HE 200m, 高き 70m ほど の 露頭 を し めし , 垂直 
の み ど と な 柱状 節理 が 発達 する . 岩 体 の 周辺 の 泥岩 は , 熱 変成 を うけ て 硬 変 し , と くに 接触 部 
附近 で は , 泥岩 中 に 右 英 や クリ スト バラ イト の 串 微 鏡 的 な 丸い 斑点 や 孔 際 に 生じ た 黒 う ん も が 
み ら れ る が , ホル ン ソン フェル ス 化 する ほど の 熱 変成 は うけ て いな い . 百瀬 寛一 に よれ ば , RAG 
の 岩石 磁気 の 方 向 は , 偏 角 N16° W, KA +63° で , と これ より 北東 15 km ほど は な れ た 
HRUAUOMNE- PESOMAL ISA UBILHAELOL THOS”. な お , 飯綱 火山 の 
周辺 に は , 本 岩 体 の は か 長野 市 西 長 野 の 郷 路 山 (VId~VIe 型 ), AHO % 山 (VId~Vle) な ど 
の ほか , いく つか の 小 費 入 岩 体 が ある が , と れ ら は 小川 層 や , 飯綱 火山 砕 悦 岩層 を 万 いて い 
る . 


§3. 岩石 の 鉱物 組成 と 化学 組成 

ARABS, 鉄 物 組成 と くに 煙 石 類 の 共生 関係 (Table I) か ら , つぎ の よう に 大 別 さ れる . 
1) Vc~(VIc) 型 A lve 
2) Vd~(VId) # BIRT vA VBR 

1) Vc MRA, 岩 体 の 内 部 を 構成 し , 一 ぽん に 結晶 質 (pilotaxitic) で ある が , 褐色 の が 
ラス (m=1.511~1.517) の 基地 を 多く 有する 嗜 灰 色 の 部 分 も ある . 

2) SMR Vd HRA, 岩 体 の 周辺 を 構成 し , Vc 型 よ り 細 粒 で ある . 急冷 周辺 部 で は 褐 
色 が ラス (N=1.518~1.524) の 基地 が きわ め て 多く , BAW TKKELEL, 他 の 明 灰 色 の 部 分 
IDK BAN THIRN CHS. 

1,2 の うち (Vic), (VId) 型 の 岩石 で は , t-344 MLENKANAOKRRENICHET 


F eeAR AMckS. 
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au 


る . Vc 型 岩石 は 周辺 と な か つて Vd MABICRILL, その 中 間 に は , Ve Wt Vd MEO} 
合 型 が みとめ られ る (Table I お よび Fig. 6). 


Table II. Correlation between the size and the composition of 
plagioclase A 


Microphe- | =e) 
Groundmass | nocrysts Phenocrysts 
Size 0.03-0.1mm| 0.1 mm* 9 1_0.2mm 0.2-0.4mm|0.4-0.6mm| 0.6-0.8mm|0.8-1.0mm| 1.0-1.4mm 
lath tabular |") . . . 3 i x 
@ Wilea7-558| — -1.562-1.57011.565-1,5701.567-1.571) 1.572 1.572 1.572 


| 
1.555-1.567| 1.579 |1.571-1.582)1.575-1.5821.577-1.5831.583-1.5841.583-1.5841.583-1.584 
| 
An% 37-58 79 65-83 72-85 77-87 | 87-89 87-89 87-89 


* The tabular plagioclase in the Shee is pias to be similar to the 
microphenocrysts. 


無色 鉱物 : 結 品質 岩石 の 石 基 に は , BORA (6 +1.548, An 32) や クリ スト バラ イ 
ト か ら な る 基地 の な か に , FRASER RG + BREEDS, 客 上 品 と し て 存在 する . Re 
Alk Ve, Vd 両 型 の 岩石 に つい て , 差 典 は みとめ られ な い . BASRA, AAD 16~20 
vl%@LS. Table l に 終 長 石 の 屈折 率 と 組成 と を , その 大 きき さ ど と に し めす . 筆者 の 一 
NIPOTCKBBORRAD A-C 双 卓 に お ける 対称 消 光 角 か ら 大 きき ど と に その 組成 を も と 
め , MRADKS SEMMEOSVERI, 曲線 型 の 正 の 相関 が 存在 する と と を 指摘 し た ". こと 
れ は Table Il に お いて る 朋 ら か で ある . 

有色 鉱物 : し そ 煙 石 は 斑 品 お よび 微 斑 品 と し て , つね に 存在 し , SHAD 4~6% を し め 
る . Vidh + adhe eT UTA, Vc MA CIA Re LS + VIA ZV = 0°) ORK 
つて か こと まれ て いる が , この よう な 関 係 は Vc-Vd RAEBACERADEBAODEVW Vd 型 
内 に お いて も みとめ られ る . 普通 煙 石 は 斑 品 と し じ て で は 少量 存在 し , Vc HRA, その 普通 
煙 石 の まわ り に 斑 品 ピ ジ オ ン 煙 石 が 厚い 反応 継 を な し て と りか こむ. 

Vd 型 の 岩石 に お いて , BEASBASZERRET SL SC, BRMAAIA AS L 
平行 連 品 を な すこ と が 多い . その よう な も の に お いて る も, 石 基 普通 煙 大 (2V=40°~55°) OF 
bhi, ELAYIBA (2V+0°, 12°, 15°) が みな られ る こと が ある (Table I, M 11). 

か ん らん 石 は 両 型 の 岩石 , と くに “Vd HRAICENICRMRLUCHEDPSR, ORitty 
CN Se 

化学 組成 : Vc, Vd 両 型 の 岩石 の 化学 組成 (Table Il) を 比較 し て みる と , SiOz, MgO, 
CaO の うえ に , わずか の 相 暴 が み ら れ る ほか は 大 差 な い , さら に , ノル ム 組 成 を も と め る と , 
Ve 型 は Q が 少な く , Wo が 少量 あり , En, Fs も や や 多い . その 他 の 分 子 こ と に 長石 分 子 
CHIL ACHR, €-FICOWCS, SRR, ASRBRBRSSNTY., 
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Table III. Chemical composition of various parts of the 
Muzina-Goro andesite mass. 


M1 M2 M3 M4 


SiO, 55.28 55.47 5a: LZ 53.28 

TiO, 0.61 855 0.61 0.66 

Al,O3 19.39 20.12 19.96 19.23 

FeO; 3.24 3883 3.04 PAPA 

FeO 4.63 4.07 4.78 5.64 

MnO 0.22 0.20 0.20 0.22 

MgO 3.42 3.43 3.44 4.38 

CaO GoM 7.89 7.90 9.46 

Na,O 2.93 2.92 2.91 2.93 

K,O 1.02 1.01 1.01 0.89 

H20 + 0.40 0.42 0.20 0.54 

H,O— 0.51 0.53 0.79 0.17 

P.O; 0.24 0.12 0.14 0.22 

Total 99.80 100.56 100.10 99.89 
Norm 

Q 10.8 rt ;2 10.1 ied, 

Or 6.1 6.1 6.1 OS 

Ab 24.6 24.6 24.6 24.6 

An 36.6 38.4 38.9 36.5 

Wo 0.4 — — Sal 

Di | 本 0.2 — — Za 

Fs 0.1 = 5 

En 8.3 : ; 8.9 

Hy { Fs 5.1 37 5.6 6.3 

Il Wey ile 12 eZ 

Mt 4.6 5.5 4.4 aha 

Ap 0.6 0.3 0.3 0.5 

Wo 2.8 0.0 0.0 16.4 

Wt % {Es 60.3 70.0 60.5 44.0 

Fs 36.9 30.0 BIAS 39.6 

MgO Papell 222 の 224 26.9 

Wt %4FeO+Fe,03 52.3 52.0 52.1 49.8 

{Fes Feo 2536 EO 29:5 23.3 


Analyst: M1, M2, M3: Bunji Iwasaki 
M4: Hatao Matsumoto 
M1: Black facies at the chilled margin. 
M2: 0.3m distant from the contact. 
M3: 1.0m distant from the contact. 
M4: Interior part of the andesite mass. 


Vc HHO A YMG, 量 的 に は どく わずか で ある が , ピ ジ オ NIE i L-CS IC 
CBAC, その 結晶 作用 に 着 王 の Wo 分 子 を 必要 と する と と を 考え あわ せる と , Vc, VAM 
型 の 岩 店 の 化学 組成 の わずか な 相 暴 は , 鉄 物 組成 の うえ か ら 注 目 す べき も の で ある . 

上 人 述 し た よう に , 本 岩 体 は 部 分 に より 化学 組成 ・ 鉄 物 組成 を わずか に 異 に する , ソレ アイ ト 
央 系 と 右 灰 アル カリ 娠 系 の 岩石 か ら 成 る 復 合 岩 体 (composite mass) で ある . 
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§4. 当地 域 お よび 他 地 域 の 火山 岩 と の 比較 

長野 市 周辺 地域 の 同時 代 の 岩石 , と くに 飯綱 火山 お よび その 周辺 の 火山 岩 の 化学 組成 を , 
MgO-FeO + Fe.0;-Na.0 + K.0 ダイ アグ ラム に 投影 し て みる と (Fig. 2), HMR Vd Be 
は る も ちろ る ん Ve 型 岩 石 も 当地 域 の 石灰 アル カリ 賑 系 の 区 域 に かさ な り , HOBRTVAYV 
系 と 大 差 な い . 約 20 の 斑 品 の えい きよ う を と り の ぞい て る も, と この 点 は あま り 大 きく 移動 し 
な い . COICO SWEMM AWS LOMO - BAA, AKWORBeEETHROP? 
APRA tee RSET KITES (3. 21) を Table IV に し め あした. 


FeO+ Fe,0; 


Na,O+ K20 


. Dot Tholeiitic rocks x Cross Calc-alkali rocks 


Fig. 2. Chemical composition of the various parts of the Muzina-Goro andesite 
mass (M1-M4), and related rocks, plotted in the MgO-FeO + Fe,03;-Na,O + 
K,0 diagram. 

1, 12, 13, 14: Lavas of lizuna Volcano. 

2, 3, 10: Sigarami volcanic rocks. 

20: Kurohime Volcano, 4: Hunadake, 5: Motodori andesite. 

Q: So-called quartz basalt, Kasayama, Yamaguti Prefecture. 

P: Trend of differentiation of the tholeiitic rock series from Izu-Hakone 
district. 

H: Trend of differentiation of the Calc-alkali rock series represented 
by Daly’s average volcanic rock types. 
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- Dot Tholeiitic rocks x Cross Calc-alkali rocks 


Fig. 3. Normative pyroxenes of the various parts of the Muzina-Goro andesite 
mass and related volcanic rocks, plotted in the Wo-En-Fs diagram. 
Figures are the same as those in Fig. 2, and Tab. IV. 
O: Average of four analyses of the Osima lava erupted in 1950. Ha: 
Average of andesites of Hakone Volcano. 
re D> 
Fig. 2 に お いて , SOK Vc Wik No. 12 OHMIUKRENGEY. CHBEOVU TT PH 
系 の 岩石 は 他 の 地域 の 同系 列 娠 より アル ヵ リ 含有 量 が 高い の で , ART VAY) BRFOR Mic 
AD, Bile (No. 14) ART VL AYVBAWMICRT SAR, 当地 域 の ツレ アテ イト 則 系 列 
の 区 域 に 入る . つぎ に ノル へ ふみ 組成 か ら え た Wo-En-Fs 三角 図 (Fig. 3) に 各 点 を 投影 する と , 
MRE O 2 種 の 岩石 は あぁ きら か に 中 つた 区 域 に 入り , BHR Vc 型 (M4) は や は り 上 述 の 環 
FLY Vc BUA ICIEBEL TUS. また 部 都 路 Vd 型 (M 2, M 3) の 一 部 や , Bie Ve mis, 
En-Fs 線上 に 投影 され る . MICHS SMR KIC, 4MROMKAMOBAIL, 2 つの 区 域 に 
わか れ て いる . と これ ら の うち 1, 2, 12 な どの 玄武 岩 は , 最近 久野 A? が 指摘 全て いる よう 
IC, いわ ゆる “high alumina basalt” に 属す る も の で ある . AKO BGs ALO, に と 
Fx, これ ら の 火山 岩 類 の 両 系 列 を わか つの に は , MgO-FeO +Fe.0;-Na20+K.0 三角 図 よ り も 
Wo-En-Fs 三角 図 の 方 が 都合 が よい , し か し 他 の 火山 岩 で は 事情 が 異な り , た と えば Table 
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MO N03 HRM ROR KU) BLSTHSL, Fig. OER Ek 
C1 AROGREL BIR Wo Enkei ROR co 


EB OREEOXDSERDMET 5 52, BRT A) AROMEL U-ciaMa cen 
WOFFESS. CVAHAMMRICE< ENS OC, MREhORIMOU AEM 
SBME OCH DIRS IIB, Wo-En-Fs 図 に ちい て は , SBBO ¢ ot visa 
ENT Vc BEE (M 4) は 本 地域 た お ける 両 素 列 岩 の 境 困 に も つと る も 近接 し た 化学 引水 
ERO V7 4A VARERRL CHS, MgO-FeO + FeO, NasO0+K,0 Bicsvcit, x 
RTEPYBROBRICE DS. LIBS CA-BRNC, bEDOMROM (2 <IC, CaO, 
MBO; SiOv MEIC OWC) SEF SL, MYAROMMECR, ERT WH VRE ne 
RS Table I CHS x51, M3 OHRRAEAMTMENS DOCK, 


DOU RPERABEALD S50 ic, Cot VHRR IRL L CROCUS bb hbbE, F 
EMRE OSWIIC, EUCP EE (ADMES ORICA) BABYS URE OMBEL 
Oo) OG Vo-Vd Beale pte. =I; M1, M2 odd D 
BCE, BEMDMESS DOCS <, MARILLIELIEF AME LOLS. と の ょ 3 
SUES SUED ICTs <, 飯綱 火山 外輪 山 や 同 火 山 の 先駆 的 活動 に より 生成 きれ た 多 
BERD KLEE (GRATE, 鳥居 川 に そつ て 霞 出す る 火山 生計 内) に 多く み ら れ る 
さら に , 飯綱 火山 と 岩石 学 的 に 同 よ うな 特徴 を も つ 八 ヶ 向 火山 の 基底 火山 克 層 過 中 に 條 存する 
燈 岩 に も 同じ こと が 観察 され る 9. また 標 名 大 山 に お いて , 種子 田 ” が , Type L, Ie, Ib と 
記載 し た る の る 同じ 特徴 を も つ . し か し , 伊豆 ・ 林 根 その 他 の 地域 で は , Ve, Vd 両 型 の 混合 
堂 の 記載 され た 例 を みな い . と れ ら の 火山 岩 は , その 量 は きわ めで て 少 なく, 量 的 に は 重要 で は 
な い が , その 岩石 分 類 上 の 位置 (Fig. 6) は , 注目 すべ きも の と 思わ れる . 


$5. 複合 岩 体 の 成因 

aH Ve, Vd 両 型 の 化学 組成 (Table Il) の 差 は , と くに 岩 休 の 内 部 と 周辺 部 と で 明か 
CHS. 急冷 周辺 相 (黒色 部 ) は すべ て , 石灰 アル カリ 娠 系 で ある た め , 急冷 部 分 が Vd HE 
と な り , PRIBEBADS Vc WAL IOLPOLI MAREE, LEBOTHABOSHAE 
に より 分 化し た の で は な いか と いう 考え を い だ か なる . し か し 周辺 部 で も , LAIRD SC 
は か な り 結 呈 質 と な り (M2), と これ る 石灰 アル カリ 岩 系 (Vd 型 ) に 属す る , LEBOCRAK 
冷却 条件 の み に よ り , in situ で 組成 の 差 が 生じ た と は 考え 難い 、 ま た Ve 型 内 を 生じ た マグ 
マ が 本 源 の も の で あつ た な ら ば . 急冷 部 (M1) は Vc 型 と な る べき で ある が , 実際 は Vd B 
CHS. し た が つて マグ マ が 現 位置 に 賃 入 す る に 先 だ つ て , 深 処 に お いて 2 相 に わか れ ,。 一 は 
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Vd WESETAZELSRMBSC, 上 盤 や 周辺 に 接し て お も に 上 層 を 形成 し , 他 は Vc Bare 
成す る よう な 部 分 で , 下層 を 形成 し た も の と 考え る の が 有 亡 当 で ある 3 う (Fig. 4(a)). 


XK 
SRK K 
CRRA / 
RRR 
ECR 


(a) Differentiation at (b) Composite mass (c) Composite mass 
the depth. right after intrusion. after erosion. 


Fig. 4. Mechanism of formation of the Muzina-Goro composite mass. 
最近 Osborn が し めし た よう に , た て 軸 に FeO+Fe0;/Fe0+Fe:03;+MgO, 横 軸 に SiO2 
を と り , これ に 当地 域 の 胃 石 (Table IILIV) を 投影 する と Fig. 5), RAK の , AMR Ve 
H (M4), Vd 型 (M3) は , 一 直線 上 に な らぶ こと と が 注目 され る . また M3, MI, M2 is, 


きわ め て 近接 し じ て い る が , 鏡 下 に お ける 観察 より 推す と , その 差 は 分 析 誤 差 の 範囲 内 と みる よ 
り も , ある 意味 を も つも の と 考え られ る . すなわち こと これら は 一 直線 上 に あり , その 傾斜 は K2- 
M4-M3 より も な る や そ や か で ある . K2-M4-M3 の 方 向 は , Nockolds の 平均 億 に より も と め た 
tholeiitic trend I-II-III と , Cascade 地方 の basalt-andesite (Crogen を 代表 する 石灰 ア 
WAV BRO KW) の 平均 値 よ り も と め た 曲線 2-4-5-6-7 と の 中 間 に あ る . また Nockolds 
の 平均 値 か ら Osborn の も と め た andesite-dacite-rhyolite trend IV-V-VI は , II-III の 
11 の 上 方 か ら 分 岐 し た か の ど と くみ える . 

Osborn は , MgO-FeO-FezOs-SiO。 系 お よび これ に さら に 灰 長 石 が 加わ つた 系 に お いて , 
basaltic liquid に も つと る も 近い 温 谷 移 聞 , 総 組成 一 定 の 状態 で 品 出 する か , ある い は 酸素 分 圧 
(box) 一 定 ま た は 増加 する 状態 で 唱 出 する か に より , その 分 別 品 出 作用 の 径 路 が 大いに と と な 
る こと と に 注目 し , これ を 天然 の 岩石 の 各 系 列 と 比較 し た . た と えば Skaergaard magma (Sk 
123) =; tholeiitic series (I-II-II]) は , MiMR—-EORRIC kW S PRAM ORR L 3K 
し , 一 方 これ か ら 分 岐 し ゆる や か な 傾 倖 を 示す 2-4-5-6-7 や IV-V-VI の 系 列 は , 酸素 分 圧 
ーー 定 ま た は 増加 の 条件 に お ける 分 別 卓 出 の 結果 と 一 致す る とこ と を し めし た . 後者 は いづ れる I 
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Fig. 5. Chemical composition of various parts of the Muzina-Goro andesite mass (Tab. 
III), and related volcanic rocks from Iizuna Volcano and surrounding area (Tab. 
IV), plotted in FeO + Fe,03/FeO + Fe,O3+MgO-SiO, diagram. The curves drawn 
by Osborn are shown for such magma series as Sk;-Sks (Skaergaard liquids), I-II 
-III (tholeiitic rocks by Nockolds), IV-V-VI (andesite-dacite-rhyolite by Nockolds), 
and 2-4--5-6-7 (basalt-andesite series of the Cascade district by Turner and Ver- 
hoogen). P.C.: Porphyritic Central type of Mull. 


(tholeiitic olivine basalt) か = 出発 し て , tholeiitic trend を と つて いた も の が , 途中 で ガス 
相 が 加わ や つた だ ため, 酸素 分 棄 が 一 定 ま た は 増加 する 条件 と な り , それ ぞ れ の 段階 に お いて , 


calc-alkali trend (Osborn の “normal” andesite, dacite, rhyolite) を と る に いた つた と 説 


上 明 し て いる 915, 
Fig. 5 に みる よう に , 同 よ うな 説 朋 は , 当地 域 の 岩石 に も あて は まる よう に 思わ れる . も 
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し K2 で し あめ され る よう な 本 地域 の 本 源 マ グマ が 総 組 成一 冠 の 条件 の も と で 分 別 語 出 を お こ 
な つた な ら は ば Skaergaard 府 体 似 で K212 き 1 導 の よう な 姓 千 を と どろ つた で ある る うる も 1 4 
少量 の ガス 相 が 加わ る と , poo が や や 高く な り , LILI と 24567 と の 中 間 の 方 向 を と 
り , K2-M4-M3- と すす む で あろ う . 分 化 時 期 に 多量 の HO を と りこ と み , po, BREESE, 
4-5-16-19 (2 重 丸 ) の コー ス を と り , pigeonite andesite (M 4) より hypersthene ande- 
site (4, 5), hornblende andesite (VIIIe 型 16, 19) へ と すす ん で いく . M1, M2 は Fe20;/ 
FeO+Fe:03 比 を の ぞ く と , M3 と 化学 組成 は ほとん ど 同 じ で あぁ る が , M2, M3 tai 
の 含有 量 に お いて 明か に 区 別 さ れる . この 差 は 石 基 生成 時 期 , すなわち マグ マ が 現 位置 に 六 入 
し た と き 生 じ た も の で , お そら く MAOHBEVEGICMOREERML, bo, の 局部 的 増加 
を きた し , その 結果 煙 石 含有 量 に 差 を 生じ た も の で あろ う . し か し 化学 組成 に お いて は Fe20s/ 
FeO+FezO』 比 の 増加 を みた の で , 他 の 酸化 物 に は ほとん ど そ の 影響 が み ら れ な か つた . す な 
わ ち 岩石 の 現 出 状態 (Fig. 1) や ゃ 灰 微 鏡 的 特徴 か ら 考 えて , 上 層 部 の 一 部 (Fig. 4 (a) の Vid 

部 分 ) に は , 外来 物 に よる 混成 作用 に より , SRORMAMAY, 顕著 な 昧 帯 構造 を し めす 
MRA BAC, Vid~Vile 型 の 岩石 を 生成 し た と 考え られ る . GHITERLKABAKE 
中 に は , 下方 に 沈降 し た も の も ある と 思わ れる . BOK Vc WHS Vd Miche < Bas 
みみ られ な い に も ゃ か か わら ず , まれ に 角 内 石 の 大 卓 が 見 出さ れる の は , お そら く こ と の よう な 成因 
に よる る も の で あろ う . 

深 処 の マグ ゲ グマ が お し あげ られ る に つれ , ET, 上 層 部 の 石灰 アル カリ 岩 質 の マグ マ が 上 昇 
し , これ は 周辺 の 方 か ら 早 く 冷 え , 粘性 聞 大 と な る . ひき つづ き 下 層 部 の ッ レ アテ イト 質 の マグ マ 
が 上 井 す る と き に は , 通路 と し て も つと る 抵抗 の 弱い 中 央 部 を 通る こと に な る (Fig. 4 (b))1219, 
とこ の よう に し て 地下 浅 所 に 形成 され た 岩 玉 状 の 岩 体 で は , ある 深 さ に お いて 周辺 は Vd 型 , 中 
基部 は Vc 型 の 岩石 か ら 成る 。 LoL, も つと 上 部 が 侵 側 され ず に 残 つ て いれ ば , それ の ほ 
と ん ど 全 部 が , Vd~VId 型 岩石 か ら 成 る に ちがい な い . と この よう な 部 分 に お いて は , MICH 
か く 岩 も みい だ され , まな た 混成 作用 の 影響 も みとめ られ る で ある う . 長野 市 西 長 野 の 銘 郷 路 山 
や , 同市 北東 部 の 略 山 (Table IV(5)) は と の よう な 部 分 を し めす の で ある ろう . 部 郷 路 山 安山岩 
は , 中 新 世 (小川 層 ) ORICA ( 流 紋 岩 質 ) を つら ぬく 震 脈 で , 角 阿 石 ( さ ベー ガサ イト )・ 
MW IF 44 MERRILL CHL, また ソー ダ 舞 店 の 細 粒 緑色 の 集 全休 
も 発見 され て いる . BUORUAM DS, Hae< BE LC, 8X AR ev) VE HR 
BE MREBBRVESHTWS), WINOEAICISW Th ERED ORBRAL DENS. 
CHICK LAMBRA RICE Tht, Ve, Vd の いずれ に お いて る も , He < BRE, 捕 か く 
類 品 と 思わ れる 角 関 石 も どく 稀 で ある . 唱 洞 鉄 物 と し て は クリ スト バラ イト ・ ト リ デ ィ マ イト 
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BEC, 微量 の チタ ン 鉄 鉄 が 存在 する 2. 


$6. 32 Vd 型 岩石 の 考察 一 石 基 斜 方 輝石 含有 量 Rhx100/Rh+Mo 
周辺 の Vd 型 岩石 は , SSKBRADMG SAR Rhx100/Rh+Mo (と と に Rh: 倖 方 煙 
石 , Mo: MAHER, ThENEFR) FLOCKS cTLICED, 各 型 に 区 別 さ れる . すなわち 


Table II の M1, M2, M3 が それ で , M1 は 接触 部 に お ける 黒色 岩 (急冷 周辺 相 ), M2, 

M3 は いづ れる 明 灰 色 で , 前 者 は 接触 部 か ら 0.3m, 後者 は 1m の 距離 か ら 採 取 し た 資料 で 
ある . SiOz, ALO: の どく お わずか の 相 異 を の ぞ け ば , 他 の 酸化 物 に は 差異 は みな られ な い . AlOs 
De OW BIC LY, Wo-En-Fs 三角 図 で は 若干 の へ だ た り が み ら れ る が , MgO-FeO+Fe.0,- 


NazO + K:30 三角 図 で は ほとん ど 同 じ 位 置 に ある . し か る に その 石 基 終 方 煙 石 含有 量 は 大 い 
ICS. 

BERABA GA BI, 内 部 か ら 外 部 に むか つて 規則 的 に 増加 せ ず , 不 均 一 な 変化 を し めす 
DB, 泥岩 と の 接触 部 で は , ORICHREA THA SHEDEV (75-95%). これ を みる と , GH 
符 方 燃 含有 量 は 決し て 単に 冷却 条件 に 関係 し た も の で は な く , た と えば マグ マ が 費 入 する と 
き , 周辺 部 で 不 均一 な 混合 が お こと こ な われ た こと と な ど に 関係 し て いる の で は な いか と 考え られ 
る . 周辺 は , 周囲 の 泥岩 か ら の HO を 奴 収 し て , 酸素 分 圧 は も つと る も 高く な り , より 多く の 
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Fig. 6. Sequence of crystallization of femic minerals and presentation 
of the intermediate type (Vc-Vd). 
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鉄 が 磁 鉄鉱 を つく る の に 消費 され , MAO Fs 分 子 
DRRET, MALE? En 分 子 に と む に い た つた . 
また 温度 が 低下 し て いた た め , PAMRELOAHL 
WEBABIVS. Table eS 2N 0 
M11, M13 の うち , AED EARORY M11 
の 方 が En 分 子 に と むと 推定 され る . LOL, M 3, 
M21, M13 (Table I, Fig. 6) の よう に , GEA 
右 に と ぼ し い ゃ も の (化学 組成 は Table IT に し めす 
よう に , 石 基 和 倖 方 煙 石 量 の 高い も の (M 2 と 変り な 
W) に つい て は つぎ の よう に 考え られ る . すなわち 酸 
素 分 圧 が ひく く , 煙 石 中 に お ける 鉄 の 濃 集 が じ う 分 で 
あれ ば , MOMMILM RA (CL a VA Hi 
B) mn SeSLSRKEMICS DO (Fig. 7 OMHO 
MD), ELS WICSZROMAMADRHT る . つぎ 


LEE fp 
Li) 
Y 


ae (b) i a に 温度 の 低下 と と も に , AABAOR HERA Fs fil 
Clinopyroxene field に ひろ が り , 両 交 石 境界 線 が 右 方 へ 移動 する と , AF 
[NN Orthopyroxene field Mac MAIL ALL, まもなく さく REIL 


Fig. 7. Schematic diagram of the る . る し 温度 の 低下 と と も に, AARBORM ER me 
Wo-En-Fs system afjer Ku- 

no, based on the data by ひろ が つて も る も, RMOMMAKERABAOSA AHS 

Ee, せる よう な Hd の 比較 的 多い 区 域 に あれ ば , MME 

は さい ど ま で 唱 出 し な い . この た め に は マグ ダマ の 組成 は , M3 (Table IID) の 組成 で は 不適 当 


で , わずか に 異な る が M4 の 組成 を も つて いた と 考え られ る . 


$7. 要約 ・ 今 後 の 問題 点 

本 稿 で は 化学 組成 の きわ め て 近似 LEBRAOHAICOW TC, その 現 出 状 態 , 化学 組成 と 鉱 
物 組成 を 吟味 し て , 両 岩 石 型 か ら 成 る 複合 岩 体 の 成因 を つぎ の よう に 考え た ,. すなわち , BA 
以前 の 深 処 の 条件 に お いて , マグ マ は 分 化し , (HEROS RICH EORREAU TIE Ve 
型 ) 他 は Vd 型 の 岩 石 を 生ずる よう な 部 分 た わかれ た . と これ に つい て , Osborn の 酸素 分 圧 の 考 
え を 適用 し て , つぎ の よう に 考え て みた . K2 の 組成 の 原 マ グマ に 少量 の ガス 相 が 加わ り 、 
M3, M4 へ と 分 化し た . すなわち 深 処 の マグ マ 溜 において, 上層 部 で は 分 化 が すす み Vd 型 
OA (M 3) を 生ずる よう な 組成 と な つた が , 下層 部 で は 分 化 は それ ほど すす まず , Vc 型 
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@ (M4) を 生ずる よう な 組成 と な つた . ~7~OLA+ HAICIAL, 上 層 部 の マ グマ は 岩 体 


の 周辺 


を , 下層 部 の マグ マ は 岩 体 の 中 央 部 を 構成 し た . お も に 周辺 を 構成 する Vd 型 岩 お よび 


Vc-Vd 中 間 型 の 岩石 に つい て は , COGEBHMASHEC#AL, THOOPONRER 
入 時 に お ける 酸素 分 圧 の 差異 に 帰し た . な お , FeO と Fez0。 の 割合 が 異な る 以外 に 化学 組成 
に 差異 が ほとん ど み られ な い 岩 石 に お いて 煙 石 の 組成 , 両 煙 石 の 含有 量 な ど に か な り の 相 異 が 
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Petrology and Chemistry of the Volcanic Rocks from the 
Kami-goto District in Nagasaki Prefecture, 
Southwest Japan. 


Hajime Kurasawa and Kiyoshi TAKAHASHI 


(Geochemical Research Section, Geological Survey of Japan) 


The Kami-got6 district is located at the northern end of the Gotd islands, Nagasaki 
Prefecture, Southwest Japan, and occupies southwestern margin of the so-called Circum- 
Japan Sea alkali rock province. 

The district is devided in two; northern Uku district and southern Ojika district. In 
Uku district, andesites are mainly distributed, while basalts mainly develop in Ojika district. 
Generally speaking, the former belong to earlier eruption than the latter, both activities 
being in Quaternary age. 

Reaction phenomena between olivine and clinopyroxene have been observed in some but 
not all of the volcanic rocks which belong to the early stage fractionation, while it can be 
detected in all of the rocks of the middle stage fractionation. At the same time, large 
amounts. of magnetite crystallize in the latter rocks. 

. The volcanic rocks in Uku district show lower solidification index than 21, while those 
in Ojika district show higher index, and their chemical characteristics and fractionation 
trends are shown in Figs. 3 and 6. 

It can be seen in these figures that these rocks are plotted in a series which has 
similar tendency as the pigeonitic rock series of KUNO’s classification but is situated nearer 
to Na+K, and represents the fractionation trend of iron enrichment. This kind of trend has 
never been found in alkali rock series of Japan and surrounding areas. 

An Extrapolated parental magma is shown in Table 5. This magma has subalkalic 
characteristic and contains higher amount of Na than K, and is considered to have oceanic 
characteristic rather than continental. From these results, it is considered that the volcanic 
rocks in the Kami-goto district were formed by fractional crystallization of subalkalic 
basalt magma. It is proposed to call these volcanic rocks “Kami-gotd rock series”. 


i ae eee -) 
ABRIL, 西日本 に 広く 分 布 する 新生 代 火 山 岩 類 の 岩石 学 的 お よび 地球 化学 的 研究 の 一 端 で 
ある . と と に 扱う 上 五島 地域 と は , 長崎 県 北松浦 郡 に 属す る 宇久 島 お よび 小 値 貸 島 な ら び に 大 


* 本 論文 の 発表 ・ 掲 載 に つい て は , 地質 調査 所 長 の 詠 承 を えた . 
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小 の 島々 を 指し , 五島 列島 の 北端 , 佐世保 市 西方 約 60 km に 位置 する 

二天 得 地 域 の 火山 岩 類 は 玄武 岩 か ら 分 化 の 進ん だ 安山岩 の 広い 箇 囲 の 性 綿 を も っ てい る. 
こと これら は , FAB LOR O 2 つの 地域 に 分 けら れる . 宇久 地域 の 火山 活動 は 小値賀 地域 に 
SO! lead 前 者 は 分 化 の 進ん だ 安山岩 類 が お も で , BREEDS re 

・ SHC, 小値賀 島 で は 噴石 丘 な ど が 認め られ , 活 積 世 の 活 動 と 考え られ る . 宇久 島 は 

wae. So es 

CHD OK WAIL, OPA MH EHOLRACHSL#EABNSA, MELO 
に ちがい が ある の で 注意 し な けれ ば な ら な い . と くに 分 化 の 中 期 朋 に 鉄 の 渡 集 が み ら れ , 著しい 
特長 と な つて いる , 本 回 系 の 本 源 マ グマ は , いわ ゆる アル ヵ YR AKRA 7 ~ LIsSd>ye 
Be RCL, MBLICAYR ~ 7 ~1k subalkali OMB ebOWS. その た め , と この マグ マ 
分 別 呈 志 作用 は 現在 まで に 知ら れ た 種々 の 岩 系 と は 異な つた 生成 物 を も た らし て いる 

Mic, この 特色 あ る 小岩 石 区 に 分 布 す る 火山 岩 類 を 上 均 島 内 系 (Kami-got6 rock series) と 
呼ぶ この 替 系 は 上 述 の 特長 を 備え て いる ほか , 鉄 の 濃 集 は , 火山 岩 中 の , お も に 磁 鉄 鈴 な ど 。 
鉄鉱 の 品 出 に 関与 し て いる 

OC HR nei can, cee 
で 一 般 地 形 な ら び に 地質 に 触れ て いる の み で ある . 当地 域 の 詳細 な 地質 は , 現在 松井 和典 が 調 
査 中 で ある の で , 別に 報告 され よう 、 

この 論文 で は , お も に 火山 岩 類 の 化学 的 性 質 の 概要 を 論じ た . 化学 分 本 試料 は 24 個 で ある . 
微量 成分 に つい て は 別に 発表 する . 今回 の 野外 調査 と 試料 採集 は 1959 年 11 月 , 高橋 が 行っ 
た . な お , 宇久 島 城 ヶ 策 附近 の 流 紋 岩 質 岩 類 は 風化 し て いる た め 好 試料 は 得 ら れ な か つた . 


の 


§2. 地形 お よび 地質 

上 均 島 は 評 島 列島 の 最 北 端 に あたり , 宇久 と 小値賀 の 2 地域 に 分 けら れる (Fig. 1). 

A) 宇久 地域 

字 久 地域 に は , 宇久 島 お よび その 西側 に 隣接 する 寺島 な ら び に 小島 が 散在 し , 上 坪 島 の 北 半 
分 を 占め る . 宇久 島 は 面積 24.5 km2. 最高 峰 は 城 ヶ 岳 (258.6m). ORM ARAL, 西南 部 
DISH GEM) CRT SOR ROLE, HHSC SLED れる も の の 他 
は み ら れ な い . 火山 岩 類 相互 の 関係 は 未 確 定 で ある が , TC OMBBO LCS HALO - 
AKMA * SIRRAKBR Alea (Gu-1)* SRSA C 8m ORS CHS. この 上 部 に 赤 宰 
COKER GR ln ka, サス カイ ト 質 の 無 班 品質 安 山 岩 類 (Gu-6, 8 が み ら れ る . x 


* Table 1 参照 . 
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Fig. 1. Distribution of the analysed specimens of Kami-got6 district, Southwest 
Japan. Numbers same as Table 1. Horizontal lined areas are basal sediments. 


NoeBoOCKRAR wa (Gu-2, 3, 4) が 分 布 す る . 更に 城 ケ ヶ 岳 の 主 部 を 形成 し , BOK 
を 覆 つ て いる 流 紋 岩 質 岩 の 活動 が あり , 主 大 山 活動 は 終っ つた と 考え を られる. また 去 武 岩 質 安 山 
岩 類 (Gu-2, 3, 4) は 南 お よび 西南 部 に 分 布 す る . これ ら の 火山 岩 類 は 洪 積 世 初 期 の 活動 と 思 


Table 1. Chemical ss ace a in Volcanic Rocks, Kami-got6 Islands, Nagasaki Pref., Southwest Japan. ANALYST: Hajime KURASAWA 


| | | ] T 7 i = = 
Peas | ah dn = 3 (ee: | an Te s | eT ff 10 | | 2 | 13 14 | 15 | 16 | a | & |. oe he eee | 23 24 
baw + = |_ a ast = | | 3 i ia (Be =2 es | Gtn-1 I. Go-1 | Ee ee ee: ee | -9 | ¢ Gm1| -2 | -3 | 
EE A 宮 ノ 首 le | ANE | 長野 | 木場 ae seer 寺島 ・ 南 寺島 ・ oe it BL | eH | Helis | 笛吹 ASL eee Imi « 4 a i Ime « = rr aie ie Table 2. Locality of the Specimens 
lis 1 | Me | dle a @/e | viz | am? | ¢ | Ve? | =e = | sea (mb |@Y) A i a | ‘Ib Fa sok boelV (+0) Ibe) IV EO oe nee al ae ae pon ee 
{| Ah | = = テテ | Baan ea see Cr)! = J っ Cc 
eal Boyl AO), a A, at | A, at Pe AO), ay A,at | Aao, at | (at) | ® OR G0 B02) Bao, (29809), ae, at | Bo, at Bo)o, at Del. ie Dol. 0,at Bao, at Bo,(at) Bo,(at) Bao |Bo, ie) FA 急 
| Si0, | 50.02) 51. 96 | 49.94 48.60) 60.74 57.40) 51.86, “60.02 | 49.50 | 49.28 | . rer 48.76 | 47.80 | 48.66| 48.02| 47.88 | 48.92| 46.86 48.44| 48.04, 48.24 | 46.88 eae 48.32 1 Gu-1 | KT 59110801 gi (rea) 
TiO, | 2.04) 1.78| 2.33| 2:63| 0.75| 1.15| 1.98| 0.95| 2.82| 2.42| 2.78| 2.50| 1.88 | i932.08 | 1.87| 1:80) e171 1.90 168| 182| 1.75| 1.83 ee Pe ee 
AlO. | 16.79 | 15.21) 15.84) 15.25] 14.02] 16.01| 15.78 | 14.31 | 15.88 | 16.50| 15.38) 15.61 |) 16.85| 16.55) 16.75 | 16.99, 16.79) 17.14| 16.99| 16.45| 16.31 17.17 16.48 16.34 - ee a ee eee 
FeO, | 3.88) 8.50) 6.72/ 4.82) 7.08/ 6.08] 5.15 1.73 | 5.09! 3.97| 5.22| 5.15| 5 7.00| 3.99| 4.14| 5.90| 288| 3.05| 3.92) 3.06| 427| 3.83| 2.84 a = pares Edis aa es 
| FeO | 8.56) 5.00 6.66] 9.84) 2.57) 5.22) 7.95) 8.60| 7.72] 9.39) 8.93) 8.63| 7.42) 6.13) 8.48) 8.25) 6.36) 10.90) 8.86] 9.43) 8.81 | g.36| 7.77| 9.16 2 = SC ee 
MnO || 0.18] 0.15| 0.19| 0.16| 0.17] 0.15| 0.21| 0.22] 0.19] 0.20| 0.22] 0.20| 0.23] 0.24] 0.24] 0.23| 0.23] 0.26| 0.22| 0.25| 0.22]! 0.22] 0.20 0.22 - © patie elias 
MgO | 4.31) 3.68] 4.00] 4.30| 0.56) 1.14] 2.80 1.01] 4.02) 4.42) 4.28/ 4.24] 4.94) 5.81) 6.11) 5.78] 4.40! 5.49| 6.43/ 6.40| 7.33] 5.77 5.72| 6.32 EE 
cao 3:57 6.13] 8.01] 7.95| 3.55] 4.96] 7.19| 4.43] 7.75| 8.16] 7.98| 7.78 | g.0| 8.86) 8.77| 8.98| 8.77, 8.51| 880| 9.13| 9.71) 9.50| 8.39| 8.99 * es a ae 
Nao | 3.14| 3.54| 2.94| 2.95| 3.69| 3.56| 3.40| 3.82| 3.06| 3.21| 3.05| 3.08] 3.03] 2.97| 3:32| 3.16; 3.27| 3.46| 3.12] 2.96/ 2.92] 2.88| 3.31 3.07 i aes 
KO | 1.01] 1.90] 0.79] 1.19 2.74] 2.93) 1.49] 2.62] 1.20) 1.09) 1.25] 1.17] 1.18] 0.96] 1.27| 0.75] 1.15| 1.26] 1.10] 0.85] 0.61] 0.62) 1.10] 1.0 ~ Ctl | RT SOUN0OL” a ete ee 
PO; | 0.27) 0.81 0.28) 0.24) 0.33| 0.46) 0.28/ 0.48| 0.31| 0.29) 0.37 | 0.28 | 0.42! 0.23} 0.30/ 0.36| 0.29 0.23| 0.32| 0.18| 0.29] 0.30| 0.28| 0.30 ee cae Tg * Be, Wee 
H0+ | 0.62| 0.74] 0.80) 0.79) 1.62) 0.44) 0.83) 0.77) 0.46) 0.39| 0.64 1.36| 1.16) 0.42] 0.38| 0.65) 0.93) 0.36) 0.52/ 0.82 0.40) 0.71) 1.33) 0.87 ie ges dtséeg 1 km, 小 入 江 
HO- | 0.59/ 0.98] 0.98) 0.88) 1.74] 0.79) 0.94, 0.80 | 0.72) 0.57} 0.49) 1.21 | 0.76} 0.60) 0.43| 0.51] 0.68) 0.49] 0.43) 0.26 | 0.30 | 1.02] 1.65] 0.74 F< BUS 
Total | 99.98 99.88 | 99.43 | 9. 60| 99.56 | 99.69 | 99.86 | 99.76 99.62 99.89 99.63 | 99.97 | 99.67 | 99.86 | 100.14 99.55 | 99.49 | 99.80 | 100.01 100.09, 99.88 99.52) 99.87 | 99.72 oy OO eee 
FeO+Fe,0,| 68.8; 581] 6211 62.7| 56.1| 60.4| 621| 57.7| 61.3| 59.8| 60.0| col 57.2| 67.4| 53.0| 55.3| 57.0) 96.9| 62.2/ 56.0| 51.6| 56.7| 52.6| 53.0 age 
MgO* 21.0| 16.9| 19.6| 19.0| 3.5| 6.4| 13.8| 5.7/ 18.8| 20.4| 19.9| 19.5| 23.1| 24.5| 26.8| 26.7| 21.5| 2:2| 28.9| 27.6| 32.7] 27.0) 26.8) 28.6 Hg Gort, ROO LR 
(NasO+K20| 20.2) 25.0| 18.3| 18.3| 40.4) 33.2| 24.1| 36.6| 19:9| 19.8| 19.5 | 19.5| 19.7| 18.1| 202| 18.0| 21.5| 19.9] 18.9] 16.4] 15.7] 16.3| 20.6] 18.4 4 a eae Pee ae 
= = ee ee Ee - = = za = c- = aes = =! 2" ae < es = ae = a. m 
Norms \ 16 = を 59111201 ARM, 道路 切通 し 
Q 2.14) 8.17| 8.25| 2.36| 21.68| 15.57| 6.45| 13.11] 5:38| 0:90| 4.73| 3.07) 0:33 3.13; = —| 2.01; = = =|) =] 1 3) BS oe 
c | w as 2. = ax = = | as a ee = a as x = a a a 3 — 18 -6 59111204 = 殿 崎 北方 , HEHE 
Or 5.97| 11.23| 4.67| 7.03| 16.19] 13.77| 98.81| 15.48] 7.09| 6.44| 6.80] 6.91] 6.97| 5:67| 7.79| 4.43] 6.80| 7.24] 6.50] 5.02| 3.60/ 3.66] 6.50] 6.03 19 7 59111205 AAS, a 
Ab 26.57| 29.96| 24.88| 24.96| 31.22| 30.12| 28.77| 32.32| 25.89| 27.16| 25.81) 26.06] 25.64) 25.13| 28.31) 26.74| 27.67) 25.69) 26.40 | 25.05| 24.71 | 24.37) 28.01 | 25.98 ae 8) ee 
| An 28.73 | 20.00| 27.67| 24.86| 13.59| 20.82| 23.41| 14.16 | 26.06) 27.40/ 24.89 | 25.30 28.90] 28.98| 26.70) 29.96] 27.75 | 27.54) 29.12) 29.09) 29.61 | 92.09) 26.88 | 27.81 ee 9111303 RECS Say eee 
Wo 5.01| 3.50| 4.27|. 5.43] 0.79| 0.31| 4.35] 1.97] 4.33| 4.68| 5.12] 4.79] 4.81| 5.63] 6.16] 5.12| 5.80} 5.34] 5.20) 6.28| 6.96/ 5.45] 5.39| 6.19 BE 生 
En 10.73| 916| 9.96| 10.71| 1.39| 2.84| 6.97| 2.52| 10.01| 11.01| 10.66| 10.56| 12.30| 13.22| 4.92| 10.56| 10.96 | 2.51| 7.52) 9.51| 10.24| 10.48/ 9.14 | 8.39 22 Gm-1 | KT 59111206 vay Ht (dyke) 
Fs 9.49 —| 3.18] 10.04 —| 2.96| 7.46| 13.20] 4.92] 10.32] 6.79| 7.82 6.56| 2.72] 3.03| 6.65] 4.26] 2:77] 5.27] 6.79| 6.35]) 6.76] 5.53] 6.32 23 -2 59111208 = Aly, PE HERE 
| Fo 2 = ==, |i = = ae 7e32i\' 2869 —| 7.88] 5.95] 4.50] 5.62] 2.72) 3.58] 5.15 24-3] 59111209 BE, 船着 坦 
Fa = = = = =| - = A469 87 —| 9.37| 4.65] 3.56] 3.80] 1.90| 2.37| 4.27 
Mt 562 | 11.48) 9.74] 6.99| 6.67| 8.81| 7.47| 2.51) 8.68| 5.76| 7.57] 7.47|| 7.70] 10.15] 5.79] 6.00] 8.55] 4.17| 4.42] 5.68| 4.44] 6.19) 5.55| 4.12 
Il 3.87| 3.38| 4.431 4.99| 1.42| 2.18] 3.76| 1.80] 5.36| 4.60| 5.28] 4.75]. 3.57] 3.67| 3.95| 3.55| 3.42) 3.79] 3.29/ 3:61 3.19] 3.46] 3.82] 3.48 
Hm | —| 0.58 = | 2.48 = = = 2 a = = a = x - ae 4 oa 
Ap 0.64| 0.73| 0.66| 0.57) 0.78) 1.09] 0.66| 1.14] 0.73] 0.69] 0.88] 0.66] 0.99] 0.54] 0.67] 0.85| 0.69 0.67] 0.76| 0.43] 0.69/ 0.71] 0.66| 0.71 
| Ne = = = = = = == = = || oo = = = EA ai gee 


1) Kuno’s ferromagnesian silicate mineral assemblage. 
2) Bhyao, qt: Quartz-bg. hornblende-hypersthene-augite-olivine basalt, Dol.: 
* Solidification Index (SI) 


Dolerite, A: Andesite, 1: labradorite. 
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われ る . 寺島 は 面 筑 12 km? で , We 30m が 最高 で ある . COMOKREMIEEAB OX 
武 岩 質 安 山 岩 類 の 活動 期 に 対比 され る る の & Adis. 

B) 小値賀 地域 

WRI, 納島 , BROKE, AB, 宇久 島 お よび 黒島 な どの 大 小 の 島々 が 散在 する 。 


II 


MEF RISB 12.5 km? で 宇久 島 の 半分 の 大 き さ で ある . 最高 点 は 111.3 m で ある が , と 


Vy 


は ん じょう 
の 本 城 后 を は じ め 7 へ 9 個 の cinder cone が ある が , 一 部 の も の は いく ら か 侵 触 され て いる . 


WALT A TERBACHS S. 平地 は , 一 般 に 10~20m の 高 さ で あり , 火山 弾 が 散乱 し て 分 
布 す る . 試料 Go-1 OAS - AMG - AMER EB A, ALOTMBECH AS. ¥ 
た Gu-9 DBGK > MRAKR AA BESS LVS OD—DCHAS.. その ほか は 確か で 
な い . 斑 島 は 面積 1.5km? で あり , 最高 点 は 126.3m CHS, この 島 の 西南 部 お よび 広瀬 に 
は , 宇久 島 の 飯 良 崎 に み ら れ る よう た な 堆積 層 が 露出 し , 幅 80 cm OSA - Ree 
脈 (Gm-1) に 紀 か れ て いる . 海 周 で み ら れ る 限り で は , IMERBICD Ht SIRE 10~20m 
OE Seb, と き に 火山 砕 悦 物 を 区 在 し , COLFORARS< ACHBOLOT, MED 
の 火山 活動 の あつ た と と を あら わし て いる . この よう に , 上 均 島 の 宇久 お よび 小値賀 地域 に は 
新 第 三 紀 以前 の 基盤 岩 類 は み ら れ な い . また 相対 的 に 宇久 地域 の 火山 岩 類 は 小値賀 地域 の それ 
より 古い 時 代 の る の で ある . 

また , 宇久 鳥 地域 に は 安山岩 質 岩 類 が , 小値賀 島 地 域 に は 玄武 岩 質 咽 類 が 分布 する と と , と 
くに 小値賀 島 地 域 は 陥没 地形 を 示し て いる こと と に 注意 を 要する . 


§3. 岩石 学 的 性 質 

分 析 試 料 に つい て , 特長 を 記す . 

1. Olivine-hypersthene-labradorite basalt: 灰色. 斑 品 草 灰 長石 (& 1cm 以下 ) が 12 
(Vol. ) あ り , 多 斑 品質 . Bitte, BRM TNtMAMAORMRESO. BE 
は 細 粒 で , ガラ ス は 稀少 . 磁 鉄 鉱 に 富む . 色 指数 33. 

2. Quartz-olivine-bg. andesite: 黒 灰 色 . 板 状 節理 . わずか に 変質 . MRE. BE 


は 細 粒 で 磁 鉄鉱 に 富 
3. Quartz-bg. andesite: 黒 灰 色 . EKER AMIAG. ARICH FAD. 磁 鉄鉱 多く , BH 
BBD TEV. > 


4. Quartz-bg. andesite (aphyric): Kf. わずか に 変質 . AHITMRARS. 色 指 数 32, 
5. Quartz-bg. hornblende-hypersthene-augite-olivine andesite: KE. W< S241 
AL PEARIEY RY. いくら か 変質 . 徴 斑 品 の 鉄鉱 多 , BARMAN PRA. 色 指 数 


90 BR - Bi 7 


10, 


6. Quartz-olivine-bg. andesite (aphyric): 黒色 , サ ヌ カ イト 様 . ご くわ ず か に 変質 . 徴 
PEEL OREGRGK, HABE < ODS. 石 基 は 極細 粒 で 針 状 斜 長石 多 . dusty MARFA. 色 指 数 
13} 


7. Quartz-bg. andesite (aphyric): 灰色. 無 斑 品質 . GHICW7AD SE. 

8. Quartz-bg. augite-olivine andesite: IK. +277 bE. 微 班 品 の 磁 鉄鉱 あり . 
BEITRAG. WAC Hts. 色 指 数 10. 

9. Quartz-bg. basalt (aphyric): Kf. ご くわ ず か に 変質 . Bic alk. f. Ya, ガラ 
AW, 磁 鉄 鉄 お よび チタ ン 鉄 鉱 に 富む . 

10. Quartz-olivine-bg. basalt: Kf. い ぐ ら か 無 斑 品質 . 石 基 の 磁 鉄鉱 は いく ら か 多い . 
11. Quartz-olivine-bg. basalt: 灰色 . 斑 品 概 橋 石 お よび 終 長 石 は 少量 . 石 基 の 磁 鉄 鉱 , チ 
タン 鉄鉱 お よび ガラ ス に 富み , BAO S PSV. 

12. Olivine-augite-bg. basalt: 帯 緑 灰色 . いく ら か 変質 . ALOMMAILIZLEALEFS 
VIRARICAREN, COFS VIBBILS FICHRALS L OAS, mesostasis 様 . ガラ ス 少 . 
磁 鉄 鉄 い くら か 少 . 

13. Quartz-bg. augite-olivine basalt: 灰 黒 色 . #3. VS OPER. MMA. BER 
や や 多 . alk. f. HY. 

14. Quartz-hypersthene-olivine-bg. basalt: 灰色 . わずか に 多孔 質 . MAA. PR 


横 石 は 磁 鉄鉱 に 交代 . BOLO RRM A. 石 基 に は 磁 鉄鉱 お よび 未 決 定 の 褐色 長 柱状 鉱物 が 多 
Vn 


15. Quartz-bg. olivine basalt: 灰色. わずか に 多孔 質 . PHMORRAICEE. AAs 
細 粒 で 磁 鉄 鉄 は や や 多 . 

16. . Quartz-bg. olivine basalt Kf. BERRI FI VT HT PCR V PI CWS. 
BENE RBCS S, ガラ ス を 認め , 細 粒 . 

17. .Quartz-hypersthene-bg. olivine basalt: 灰色, いく ら か 多孔 質 . BARR MA 
煙 石 と 磁 鉄 鉄 に 交代 し て いる . 石 基 は 磁 鉄 鉄 に 富む . 本 岩石 は No. 14 の 分 化 が いく ら か 進ん 
だ も の と 思わ れる . モ 

18. Quartz-bg. augite-olivine dolerite: Kf. 粗 粒 . PEGs CHEER. WEF 
ン を 含む も の . 石 基 の 磁 鉄 鉄 は 少量 . YERIi mesostasis BC, ARAL AT. 色 指 数 37. 

19. Quartz-bg. olivine dolerite: 灰色 , 粗 粒 . 石 基 の 磁 鉄鉱 は 少量 . ガラ ス は 少な い . 
色 指 数 38, 
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20. Quartz-bg. augite-olivine basalt: Kf, BERO x VERAILA & < 5 mm 以下 , 
PBA IL/DS V>, 磁 鉄 鉱 斑 品 . RHETT as k ORG の 集合 体 か ら な る 捕 濾 物質 と 思わ れる る も 
の が 多い . 右 基 の 磁 鉄 鉄 は 少な い . 

21. Quartz-bg. olivine basalt: 灰色, いく ら か 多孔 質 . 石 基 の 磁 鉄 鉄 は 少な い . 色 指 数 
42. 


22. Quartz-bg. olivine basalt (dyke): fae. SHA. 石 基 の 磁 鉄 鉄 は 多い . Bars 
ス に 富む . GEOMAILS & VERE. 色 指数 35. 

23. Augite-olivine basalt: KEG, @v%. Dhan. いく ら か 変質 , 斜 長石 斑 品 に 富む 
右 基 は いく ら か 粗 粒 . 磁 鉄 鉄 は 少な い . 

24. Quartz-bg. olivine basalt: IKE. BH. GEICP7ARDERADSA. BGR 
は 大 きく 量 は 少な い 、 


一 般 に , MSS, KE CLE RURSF * VIA C, RIPE COREE IC eS. 
火山 岩 類 は ほとんど すべて , 石英 捕獲 結晶 を 含み 。, CORI BREE O RIERA NS. 
また , MEDEARERDNSAAPOMPAIL, —MF 2 VIRRITERD ZhOe SMT, 
磁 鉄鉱 に 交代 する 場合 が 多く , 石 基 に る 磁 鉄 鉄 が 濃 集 じ て い る . ASE ois, ’< ees 
質 の も の の 石 基 が 磁 鉄 鉄 で 充填 され て いる 場合 が 多い . 寺 鳥 玄武 岩 類 (Gt-1~3), Bee 
(Gtn-1) お よび 宇久 島 安山岩 (玄武 岩 質 ) (Gu-3, 4) の , 寺島 お よび 宇久 島 西 南部 火山 則 類 の 
夏 其 に は チタ ン 鉄 鉄 が 多い . アル カリ 長石 は , 玄武 岩 類 の 一 部 な ら び に 交 山 岩 類 に 認め られ る 
が , VLA STL. 李 横 石 は 分 化 の 進ん だ 火山 岩 中 に る relict mineral と し て みな られ る A 
長石 は , 字 久 島 飯 良 崎 玄 武 岩 (Gu-1) CWRRAOMAL UT 12% ある 以外 は , 概して 少な 

な お , FABOV RAAT PRA ANS, TN 同様 な 岩 
BEML SNS AMES DS. 


§4. 化学 的 性 質 

LAB KUM OLS are Table 1 it, 各 島 別に 示し た . 産地 は Table 2 に 掲載 し 
て ある . Table 1 の No. 1~24 ii Fig. 1 の 試料 採集 地点 の 番号 と 一 致す る . No. 1~12 は 
宇久 地域 , No. 13~24 は 小値賀 地域 の 試料 で ある . 

A) 化学 成分 範囲 

Table 3 た 地域 別 の 成分 範囲 を 示し た . 


92 ER -- Bw 。 清 


Table 3. Range of chemical components in the Kami-got6 rocks, Southwest Japan. 


Na,O % K20/ MgO/tot. 
+K20 Na,O FeO 


Ojika-jima area >21 | 46.8~49.0 11.0~13.5 2.8~7.0 4.4~7.3 3.5~4.7 0.2~0.4 >0°37 
Uku-shima area | <21 | 48.6~60.7 9.0~14.54.00~8.5 0.5~4.4 3.7~6.4 0.3~0.8 <0.37 


SI SiO, tot. FeO FesOs MgO 


SI: Solidification Index 
Del nee 


B) 変化 図 に あら わ さ れ た 性 質 

i) FeO+FezO0s-Na。0 寺 KO0-MgO 図 (Fig. 2 お よび 3) 

Fig. 2 に 上 均 島 火山 岩 類 の 分 化 径 路 を 示し た . 番号 は Table 1 の No. 1~24 に 対比 され 
る . あぁ あきら か に , 鉄 の 濃 集 の 行わ れ た と と を あら わし て いる . 

LAE KUBO DP LER Se 2・3 の 地域 の も の と 比較 する た め に Fig. 3 を 作成 し た . 山 
HBO T VAY ARs FeO 十 Fez0』 値 が 50 以下 で あり ^?, また 多良 岳 な ら び に 雲仙 后 基 般 
の 玄武 岩 類 の アル ヵ リ 岩 系 る 同様 で ある 9 の に 対し て , EAB KWAME 50 以上 で ある . 多 
良 岳 基 艦 玄武 岩 類 ひ の ソレ イア イト 質 岩 系 3? は 50 以上 で ある が , 鉄 の 絶対 量 の 増加 は それ ほど 
大 きく な い . これら の 山陰 西部 お よび , 北西 九州 に み ら れ る 傾向 , な ら び に 環 日 本 海 ア ルカ リ 
岩石 区 の 平均 値 の 分 化 径 路 に 対し て , 上 五島 火山 岩 類 は 著しい 鉄 の 絶対 量 の 増加 を 示し て い 
る *. と の 鉄 の 増加 は , ハワイ の アル カリ 岩 系 お よび ソレ イア イト RBRMOBSLOXBIC 
KEV. 

また , と くに アル カリ 府 系 に お いて , 西南 日 本 の 火山 岩 類 が (NaO + K20/Fe.0; + FeO + 
Na20+K:0+Mg0O)x100, すなわち 図 に お いて , NazO 土 K20 が 15 以上 , FeO+Fez0s-MgO 
辺 よ り NaO+K:0 AAV By hANSOLBSRMACHS. | 

つぎ に , LAB KUAAODLEKEED + PRR HO CL A YWGRER LIAS L, FE 
常に 興味 ある 事実 が ある . Cot VMRRBRODLEBE MICE ORS 2, NaO+K,0 15 
を 越え た と と ころ で ほとん ど 和 重なる.、 こ と この よう に , KAS KUPYROROIBEDRIBY SEDI 
こと の 系 列 は , 分 別 品 出 作用 の 結果 生成 され た と され る 岩 系 と の 類似 性 を 示す . 

一 般 に , in situ の 現象 と し て , この よう な 鉄 の 濃 集 に よ つ て 示さ れる 径 路 が 数 多く 報告 
れ て いる が , その よう な 導入 (HA) 岩 体 の 問題 で は な く , 噴出 岩 一 と くに テル ヵ リ 紹 系 的 性 
買 を も つた 一 で この よう な 分 化 径 路 を 示す る の は 知ら れ て て いない. 前述 の よう に と , ペッ マイ の ァ 
ルカ リ 岩 系 と は 鉄 の 濃 集 が 行なわ れる 点 で 類似 し て いる が , 分 化 径 路 の 後期 に 差 が ある 

in situ の 現象 の 中 で は , Dillsburg の diabase-granophyre? が 最も 類似 し て いる 


* 五島 列島 福江 鳥 火山岩 類 の 傾向 に 対し て る 同様 で ある . 36 年 春 地 質 学会 発表 , 投稿 中 . 
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Fe0+Fez03 (as FeO) 


Naz 0+ Kz 0 ; A 
RO 2 © 3 e@ の TO] 5 © 60 7 


Fig. 2. Fractionation trends of the Kami-gotd rock series. Marks are clas- 
sification of the Kami-got6 rocks. KUNO’S ferromagnesian silicate 
mineral assemblage, (1: b, 2: b(-c?), 3: boc, c, 4: ad, d). 

5. Parental magma in Japan and surrounding areas (K. Y., 1959) 

6. Parental magma in the western part of the San-in region (H. K., 
1960) 

7. Extrapolated parental magma in the Kami-goté district 


ii) アル カリ と SiO, と の 関係 (Fig. 4) 

SiO。-Naz0O 十 Kz20 図 に よる と , 環 日 本 海 ア ルカ ヵ カリ 岩石 区 9 と 伊豆 ・ 箱 根 地 方 ピ ジ オ ォ ン 煙 石 質 
岩 系 か と の 中 間 に 配 列 す る . 山陰 西部 火山 岩 類 の アル ヵ カリ 岩 系 より, THAVITCZLY. 

SiO。-K2O0/NazO 図 (省略 ) に お いて も, 中 間 に 入 る が , Fig. 2 の 2 の 記号 で あら わ さ れ る , 
Ria ¢ MAA LARIST SBR ODSZ7T NV -TR, 完全 に 反応 の ある グル ー プ より も る K20/ 
Na.O の 小さ い 傾 向 を 示し て いる . NazO 十 KO お ぉ お よび KszO/NazO は , と も に SiOz の 増加 に 
伴 つ て 大 きく な る . 

iii) TY AVETXIFLOBK (Fig. 5) 

LABOUR EMS SiO: 48 前 後 で ある の で , ABO High-alumina basalt!” & wey S 
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Fe0+ Fe20,(asFeO) 
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Fig. 3. Fractionation trends of the Kami-got6 rock series compared with 
some regions. 


Kami-goto rock series 

Parental magma in the alkali rock series of the western part 
of the San-in region (H. K., 1960) 

Parental magma in Japan and surrounding areas (K.Y., 1959) 
Parental magma in Izu and Hakone districts (H. K., 1954) 

High iron alkali rock series in the Otsu district of the western 
part of the San-in region (H.K., & K. T., 1960) 

Alkali rock series in the Abu district of the western part of 
the San-in region (H. K. & K.T., 1960) 

Alkali rock series in the Otsu district of the western part of 
the San-in region (H.K. & K.T., 1960) 

Alkali rock series in the Mi-shima district of the western part 
of the San-in region (H.K. & K.T., 1960) 

Alkali rock series in the Tara-dake volcano area, Kyushu (K.T. 
& H.K., 1960) 

Tholeiitic rock series in the Tara-dake volcano area, Kyusht 
(Ke GH O60) 

Circum-Japan Sea alkali rock province (T.T., 1935) 

Pigeonitic rock series in Izu and Hakone districts (H. K., 1954) 
Extrapolated parental magma in the Kami-goto district ‘ 
Dillsburg diabase-granophyre, Pennsylvania (P.E. Hotz, 1953) 
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Fig. 4. Total alkalies of the Kami-gotd6 rocks plotted against SiO,. The 
symbols same as Fig. 2. 


PILORE (SD で みた 各 酸 化物 の 変化 (Fig. 6) 


20 


v= SA . 
© St02=4751-50.00 .-” 


AlO;, 


VS 


= $ /0 
Naz0+Ko0. % 


Fig. 5. Al,O3 of the Kami-goté rocks plotted against Na,0+K,0. 
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の (NS だ Fig. 8ICESZL, FAAVBRTAS. No. 21 お よび 22 ft, bFDIc High- 
alumina basalt IC3#—V.. LL, あべ は まる よう 2 グ な る の で は た ない. 


本 地域 火山 岩 類 は 尺 鹿 3~33 に 入る . し か し , RE 21 を 境 に し て . Afilth&bDBREOK 
きい 側 に 小値賀 地域 , AMIORED NS vWICFAHKO KINGS By SNS. 
SiO: は 分 化 中 期 ま で 増加 し な い . PLR AAMT VAD BARE は ぼ 同 じ よ うに 変 
化す る . 分 化 初 期 は ピ ジ ォ イン 交 石 質 岩 系 と 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 石 区 と の 中 間 的 性 質 で ある . 
Al0。 は 分 化 の 進む に 伴い 減少 する . 
FeO+Fe.0;(asFeO) は 分 化 中 期 に 最大 と な る . し か る も, 分 化 末 期 ま で 急激 な 減少 は 示さ 
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Fig. 6. (a) 
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Naz: 0 


Az0 


Tt O2 
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Fig. 6(b). Oxide variation diagrams of the Kami-gotd rocks plotted 
against the solidification index (SI). 


ず , 対比 し た 2 岩 系 と 傾向 が 異な る . FeO は 分 化 に つれ て 減少 する が , 末期 まで 大 き な 減 少 
は な い . Fez0s は 中 期 以後 に 増加 し , か を つて 末期 に 増加 し て いる . 

CaO は 対比 の 2 岩 系 に 比べ て , 初期 に は 少な く , 末期 に 多い . WEBB AY BRO’ 
い 傾 向 ^ ど は = 全 致 と な い し . 

Na:O+K.0 tz Fig. 4 に る 示さ れ た よう に , 2 岩 系 の 中 間 的 性 質 を あぁ あらわし. か つ 分 化 末 
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WICRA RET Ua BRR EMM Ci. と くに NazO は 分 化 に 対し て 増加 は 僅か 
1 程度 で あつ て , 末期 で も Naz0 4 錠 以 下 で ある . K20 は 2 岩 系 の 中 間 , いく ら か 下位 に プ 
ョ ッ ト さ れる . K20 の 増加 の 制 合 に , NaO は 増加 し な い . 

Ti0。 は お お むね 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 石 区 に 似 た 傾向 を 示す . KEL, 分 化 中 期 の 宇久 地域 
寺島 附近 の も の に 高い グル ー プ が ある . これ は 磁 鉄 鉄 お よび チタ ン 鉄 鉄 に よる も の らし い . 


P20s は 中 間 的 傾向 で ある . 

MnO は 分 化 に 伴い や や 減少 する 変化 が み られ, EvAY RARE ROM ENCES 
る . 

と れ ら の こと と か ら , 上 坪 島 火山 岩 類 の 分 化 に お いて , SiO: は 不 飽和 , 鉄 は 末期 まで 閉 し い 
減少 が ぶ が ない, FeOs は か ぁ を つて 増加 ) アル カリ は 中 間 的 性 質 , な どの 特長 が 示さ れる . 


Fig. 7. Normative feldspar diagram of the Kami-goto rocks. 


CC) Foe RIGO ET 

ノル ム を Table 1 の 下段 に 示し た . と くに 小値賀 地域 の 火山 岩 類 に と は, ノル ぇ ム 石 英 が ほ と 
ん と ど 人 算出 され ず , 宇久 地域 の も の に 算出 され る 傾向 が ある . Go-6 に は Ne が 出る . 一 般 に , 
石 基 の 鉄 苦 圭 鉱物 組合 せ の boc ある い は < 型 め の 場合 に ノル み 石 英 が 算出 され て お り , BH 
鏡 観 察 と 一 致す る . 

Gu-2 お よび 5 に は Hm BRASH, Po, 全般 的 に Mt が 多量 に 計算 きれ, Gu-2 BK 
び Go-2 に は OBL ESS. 

ノル ム 長 石 の 分 化 公 路 を Fig. 10 CRT. Cot VHERERORKMHED DS, 急激 に Or 
成分 に 富む 径 路 を た どる . 

D) Peacock の アル ヵ カリ ーー 石灰 指数 


RIB * EAE O KURO He 99 


Table 4. Peacock’s Alkali-Lime Indices of various regions of Japan. 


Kami-got6 islands Kami-Goto rock series 55.0 
Tholeiitic rock series 57.0 

Fukue-jima, Got6d islands* poe er a : Eas eee 
(H. K. & K.T., 1961) Younger stage alkali rock series 53.5 
Older stage alkali rock series 51.0 
Western part of San-in region Abu district alkali rock series 53.0 
(H.K. & K.T., 1960) Otsu district alkali rock series 5IED 
Iki islands and Higashi-matsuura district (K. A., 1958) 51.0 
Circum-Japan Sea alkali rock province (T.T., 1935) 53.1 
Japan and the surrounding areas (K. Y., 1959) 51.6 
Pigeonitic rock series in Izu and Hakone districts (H. K., 1954) 66.0 


* unpublished. 


上 地島 火山 岩 類 の 指数 は Table 4 に 示し た よう に , 55.0 CHS. これ は , いわ ゆる アル カ 
) BARDS, 一般 と に 50.0~51.0 で あぁ る の に 比べ て , 高い 値 で あぁ ある. ま た, ソレ イア イト 質 岩 
系 が 60.0 以上 で あぁ る の に 比較 す る LIES, アル カリ 農 系 と の 中 間 的 性 質 で ある . Ek, 山陰 
ek: WRHKOT AVBABRKLVUABIBOMRLE + HHT VAY ARO aera 
いく ら か 近い 値 で ある . 


§5. 上 五島 火山 岩 類 の 成因 に 関し て 

A) 本 源 マ グマ 

fix OR(tLM, £< ic, Fig. 6 の 分 化 の 尺 鹿 に 対す る 各 酸 化物 の 変化 か ら , 外 挿 し た 本 源 マ 
グマ を Table 5 に 示す . これ は SII! の お よそ 40 近 くに 本 源 マ グマ を 考え た 場合 で ある . 

と の 本 源 マ グマ は , アル カリ , と くに KO を 除い て は , 日 本 及び 近傍 地域 や , 山陰 西部 々 お 
LOBAERET ABER? な ど と 類似 し て いる . 一 方 , アル カリ , と くに KO に つい て 
は , ハワイ の アル カリ 岩 系 本 源 マ グマ !13 に 類 似 し て いる . し か し レ ハワイ の 場合 は SiOz, と り 
わけ ALO; が 少な い . 

上 均 島 地域 の 本 源 マ グマ が , K.0 の 少 い と と , ある い は 本 質 的 に 環 日 本 海 ア ルカ リ 岩 石 区 と 
ど ジ オン 煙 石 質 岩 系 と の 中 間 の 性 質 を も つて いる こと と な ど は 注目 すべ き で ある . 

B) (bee 

Fig. 3 に 示さ れ た 上 五島 火山 岩 類 の 分 化 径 路 か ら 次 の と と が 考え られ る . 山陰 西部 アル カ 
VEAP, 環 日 本 海 % お よび 日 本 近傍 地域 や な どの 分 化 径 路 は , 一 般 に 強い 鉄 の 絶対 量 
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Table 5. An extrapolated parental の 増加 を 示し て いな い . し か る も, 山陰 西部 か ら 北 
magma in the Kami-goto ‘ 本 
district, Southwest Japan. PEALM 2 ET, 上 均 島 で 最も 鉄 た 富む 径 路 に 変化 
Norm し て いる . COLAB KWAME Bde OE 
SiO, 48.0 a _ = 牙 く 受け て 生成 され た も の で ある . か し 83 で 
4a = Or 3.90 記し た よう に , BEAL OKRIUE IC AE 
RIO; 16.0 
Ab 23.59 et x 4 
Fe,O3 3.0 "eh ee EEL DSIADONS. し た が つて , SAHBEDIEM 
i: Wo 8.13 作用 を 受け て いる と 思わ れる . Dillsburg の dia. 
: E 8.33 
MgO 8.8 aS 4 6 base-granophyre の 分 化 径 路 よ り , NazO+K20 に 
10.2 
ah a Ho 9.57 向 つ て 曲 つ て いる の は こと の た め と 考え られ る . と 
< : F 4.89 . My 
K,0 0.7 a yg 2 いう 考 方 は 島津 康男 も 計算 で 試み て いる や . 
n 3.04 と うし た 分 化 径 路 は Fig. 6 に きれ い に 示 され , 
2 3 Hm a 
Cc» RS rt 4 < ee see ee \ 
eo: we oe HDA BIER CERSNKC Le RRUEUTYV 
Ne = SB. 個々 に つい て は § 4, B) iv) EE 
FeO + Fez03| 46.5 Total 99.59 
MgO 38.3 ECAC, 一 般 に 大 陸 に 近い 地域 の アッ アカ ガリ 昔 
Bes er ROOM な ど は , 海洋 地域 の それ より も , SAB 
に お いて , 朋 ら か に FeO+Fe.0; の 低い (その 値 50 WE) こと が 多い . LAB KURO 


合 は , 前 項目 で 扱 つ た 本 源 マ グマ お よび 上 記 の 性 質 か ら , 地下 構造 の 特長 が 関与 し て いる も の 
OU 

C) 鉄 の 絶対 量 の 増加 と , 生成 され た 鉱物 に つい て 

鉄 の 渡 集 に 伴 な い , 生成 され た 鉱物 は お も に 磁 鉄 鉄 な どの 鉄鉱 で ある (§ 3). 本 玄武 岩 類 は 
SiOz に 不 飽 和 で あつ て , 分 化 の 中 期 ま で 飽和 し な い . その た め , 鉄 の 増加 に ょ つて も を も, 鉄 ・ 
理 酸 塩 が 生成 され な か つた . Ef, Fe せつ Fe+++ 条件 が あつ た の か る しれ な い . BEKO 
出 は 分 化 中 期 以 後に 著しく な つた . 鉄鉱 の 生成 条件 お よび 性 質 に つい て は , 別に 検討 する . た 
だ , こと で 注意 し た い の は , B) で る も 触れ た 様 に , 燈 岩 中 に 認め られ る 石英 捕 氏 結 品 で ある . 
当地 域 の 地質 構造 上 の 特殊 性 と , それ に と も な う マ グマ と 地殻 と の 相互 作用 と いう 点 か ら , 混 
成 作用 の 影響 を 考え て いる . 

D 4 ® | 
LAS KUAMOMMICOW TIS, §3 お よび §4 で 述べ た . と これ ら の と と か ら , subalkali 
の 性 質 を 持つ た 本 源 マ グマ か ら , 分 別 品 出 作用 に よっ つて 生成 され た 本 地域 の 火山 岩 類 を , 上 五 


島 岩 系 (Kami-goto rock series) と 仮称 する . Chit, PRET VAI AROMBOSICA 
a. 
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科学 読売 に 掲載 され た 記事 に つい て 久野 委員 長 


as 会 記 事 お よび 科学 読売 記者 堀 氏 か ら 説 明 が あつ た . 
a 4. 雑誌 「 火 山 」 編 集 に 関す る 件 . 第 6 巻 の 発行 
〇 委員 会 1961 年 8 月 11 日 ( 金 ) 14 時 ~17 時 お よび 編集 経過 に つい て 森本 委員 か ら 報 告 が が あ 
東京 大 学 地 震 研 究 所 会 議 室 つた . 新た に 編集 委員 会 を 設け る こと が 決定 さ 
出席 者 : 久野 委員 長 , Ae, ME, 岩崎 , 水上 , れ , 委員 の 人 選 は 久野 委員 長 お よび 森本 編集 幹 

INK, BA, HA, Me, 一 色 , RA, 荒牧 の 事 に 委任 し た . 

BBA 5. 新入 会 員 に 関す る 件 . 本 会 に 新規 入会 を 希望 
議 題 する を も ゃ の は 会 員 2 名 の 紹介 を 今後 必要 と し , ま 
1. ##ASe% 10 8 11 A Ok) ~10 8 13 F た 1 年 分 の 会 費 を そ を て 申し 込む こと に 決定 

( 金 ) に 東京 で 開催 し , 見 学 旅行 は 行わ な いこ と Wie: 

に 決定 し た . 6. IUGG, 火山 分 科 会 UAV) Penta 氏 の Sec- 


2. 1962 年 5 月 開催 予定 の 国際 火 山 学会 議 に 関し retary か ら 書 筒 に つい て 久野 委員 長 か ら の 紹 
て , 準備 状況 , 特に 寄付 募金 に つい て の 経過 報 介 が あり , IAV が 国際 地質 学 連 合 に 所 属す べ 
告 償 あり, 意見 が 交換 され た -. きか 樹 か の 問題 に つい て 意見 が 交換 され た . 

3. Bulletin of Volcanic Eruptions に 関し , 
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